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特集「Museum におけるモノ資料の活⽤の多様性を検証する」 
 

令和５年４⽉に施⾏された改正博物館法では、 博物館資料をデジタル化して保存し、公開することが
博物館の努⼒義務となりました。このことを踏まえ、調査研究委員会では実物、デジタルに関係なく博物
館資料等を包括した「モノ資料」に焦点を当て、「Museum におけるモノ資料の活⽤の多様性を検証する」
というテーマを設定しました。 

「モノ資料」は研究素材であり、展⽰事業の主たる素材であり、さらには学びの最⼤のツールである、
博物館活動における根幹を成すものです。博物館が博物館であるためには「モノ資料」は⽋かせないもの
であり、だからこそ、どの博物館であっても「モノ資料」に関する課題や問題は多くあるものと思います。 

今号では、「モノ資料」の活⽤について 4 名の⽅々にご投稿いただきました。また、令和 5 年 6 ⽉ 27
⽇に産業技術総合研究所 地質標本館にて開催した視察の報告も掲載しております。この内容が皆様のご
参考になると幸いです。 

最後になりますが、本誌の発⾏にご協⼒いただいた皆様に⼼より感謝申し上げます。 
 

令和 6 年 4 ⽉ 15 ⽇ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査研究委員会 
理事 三⽯  宏（鎌ケ⾕市郷⼟資料館館⻑） 

中村 元重（⼋千代市⽴郷⼟博物館館⻑） 
 

委員 樽 宗⼀朗（千葉県⽴中央博物館） 
⼩林 伸⼀（⼋千代市⽴郷⼟博物館） 
新  和宏（千葉市科学館） 
⽴野  晃（鎌ケ⾕市郷⼟資料館） 
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特集「Museum におけるモノ資料の活用の多様性を検証する」 

モノ資料の保護を研究者と利用者の両視点から検証する 
千葉市科学館 新 和宏 

 

1. Abstract 

モノ資料を後にӀきໍ࢘͛ܩはMuseum に課せ
られた⼤きなテーマだが「保存」と「活⽤」をқັ
する「保ޤ」という؏点からݡた合、それͩれの
Үで課題が多い。「保存」の؏点からとらえた合、
నなڧのもとで保؇しକけることが理దであ
る。ൕ、「活⽤」の؏点では研究ंは研究素材とし
て、さらには展⽰や࠴ߪ等の資料（ツール）として
ཤ活⽤することがٽめられている。つまり、「保ޤ」
活動ࣙରが૮ൕする್Үのໍ࢘を༙しているとݶ
える。 

また、౨⽇本⼤ਔࡄҐ߳、モノ資料の保存（Ϫ
ηΫϣーର）はಝにࣙષ࢛標本のҮでは重གྷҌ
݇としてҒけられている。Museum の所資料
であれͻ、そのϋρφϭーέにより保存活動は展開
することができるが、ࡑݳのとこΘݺਕ標本におい
ては法ద根ڎもなく、いかにそれらを後にӀきܩ
いでいくかはӖ中の課題である。ญせて、このこと
はϓΡールχにあるモノ資料ʀݳে等の「αφ」資
料においてはジΨϏーέ定、ࢨࠅ定、ࠅ⽴公Ԅ等
のΩテβϨーの中で新たな課題をड़している。 

これらの課題ʀ問題について、研究ंとཤ⽤ंの
ྈ視点でݳয়を検証し、ݶする。  
 
2. モノ資料の定義 

ජंは 2�22ʀ2�2� 年ౕの調査研究委員会の研究
テーマである「Museum におけるモノ資料の活⽤の
多様性を検証する」の中で「モノ資料の保ޤ」に
点をߞり、さらに、その保ޤを研究ंとཤ⽤ंのྈ
視点から検証していくこととする。 

そのً点として、最ॵに「モノ資料」を定義する。 

Museum においては研究ंが研究素材として、ま
た、展⽰や࠴ߪ等のMuseum のસ事業ので༙ܙʀ
ໃܙの「物（モノ）」をѽっている。この「物」は「モ
ノ」であり、「資料ʀ࢛料」であり、「標本」であり、
さらには「ࡠ、ࡔ産、資産、Ҫ物、Ҫߑ」等、博物
館学దにݡてもඉに多様である。また、Museum の
फϕϫιηの視点からとらえると研究ंがࣙષֆ
からγϱϕϨϱήしてきた「物」やر⾏ҟ等で館
にってきた「物」は、そのஊではफ資料には
Ғけられない。その「物」の調ॽ（ಋ定、པྼ、
保存য়ସ等をช࣊とժデータ等でՆ視化）をࡠ成
してॵめて「फ資料」となりಚる。 

Ґ上、Museum における༙ܙʀໃܙの「物」につ
いて、博物館学దな視点とफϕϫιηの視点から
ًしてきたが、ここで当ชࣧජをめるにࡏし
て、ජंが「モノ資料」をどう定義けているかに
ついて֮にする。ජंはգڊに「モノ資料」に関
するݬஸชを 2 ฦ公開している。「モノとଲする
ことができる新たなϝϣージΠϞ」（2FWREeU 2�21）
と「モノとଲすることができる新たなϝϣージΠ
Ϟ 3KDse2」（2FWREeU 2�22）である。そのช中
にも「モノ資料」というޢኰは多⽤している。फ़
するように博物館学ద、ٶび、फϕϫιηの視点
からݶえͻ、本པ、「モノ」と「資料」はۢพす΄き
ኰである。しかし、⼀ൢదにޢ Museum が所؇し活
⽤する「物」は上ىの௪りඉに多様である。֦
野において「物」をනݳするޢኰは多زにోり、
֮なતӀきや定義があるΚけではໃい。さらに、ը々
研究ंがѽう「物」のҮは Museum という施設内
にफしている「物」だけではなくϓΡールχに所
ܙしている。さらに、ජंは༙する「物」も包ࡑ
の「物」だけではなく、ਕؔ็ࠅをはͣめ、技ʀ
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技術保ं࣍やఽ౹ܵࡠ技術保ं࣍等、ໃܙの
「物」も「ܙある物ではないが Museum のѽう重གྷ
な物」としてҒけている。 

Ґ上の事から、ජंは Museum が、そして、
Museum の研究ंがѽうસҮの「物」を「モノ資
料」と定義している。 
 
�. モノ資料ΝखΕ͚תঀڧ 

ජंのҮはݻਫ਼物学であり、ಝに「ن࢝
化⽯γϱβのྪରߑܧとڧݻմੵ」を主たる
研究テーマにしている。さらに、当研究データとܨ
࠴ߪ、ԍ会ߪにおいて֦झをཤ活⽤して館内ݩ
はもとより研究ࢩԋʀชࢨ等を展開している。
ಝに、実物化⽯標本を⽤いた化⽯ιϝψーやϓΡー
ルχϭーέ（ݡ学会やॄࡀ会等）として、⼩学ਫ਼か
ら⼤学Ӆਫ਼までをଲেとしてસࠅ展開している学び
と୵究、そして、研究 SURJUDm はジΨʀϧーωϱή
（*eR /eDUQLQJ）とসして、展開਼は年਼ؔॉյに
。このٶ SURJUDm 成は、ජंの所༙している実ߑ
物標本とՆ視化したデータ等による࠴学と、ॄࡀし
たモノのಋ定、αφ（地質ݳে等）の検証Үまで
を学びʀ୵究のϕϫιηとしている。 

Յえて、今⼀つのҮであるϝϣージΠϞʀ
マϋージϟϱφ（Museum mDQDJemeQW）学、ٶび、
ϝϣージΠϞʀΦデϣケーεϥϱ（M� eGuFDWLRQ）学
においては、*eR Үにݸらͥસ Museum Үの
「モノ資料」を研究ଲেとしている。もͬΘΞ
のҮにおいては、そのモノ資料ࣙରのஎࣟやஎ
മとなら͡るをಚないが、そのモノからどうسはݡ
いう報をಣΊմけͻྒྷいのか、どのように活⽤す
れͻྒྷいのかのϝϣージΠϞʀϨテϧεー（M� 
OLWeUDF\）の؏点についてはそのノΤύΤと展開घ法
をै༙しているとࣙෝしている。 

ここで、当ߴの主題である「様々なҮのモノ
資料をखりתくڧ」にはどういった事েがあるの
かをപにする。⼀つは研究野ຘのモノ資料の
घϕϫιηの૮ҩと、研究ंຘのモノ資料にଲする
қࣟであり、今⼀つはݺ々のモノ資料の保ޤ（保存

と活⽤）の視点である。これに関しては֦研究ंの
々であり、Ձよりモノ資料の物理దಝ性とݺմもݡ
化学దಝ性が多様であるため、さらに多زにోった
٠素材があることにؔҩいない。Յえて、֦Ү
のモノ資料とその報をڙणするଈ（ཤ⽤ंଈ）の
қࣟとରの視点も当事Ҍには重གྷである。 

そして、「モノ資料をखりתくڧ」の中で、݃ߑ
⼤きなӪڻを༫えているのは⾏γχが༙してい
る Museum のยݡと、モノ資料にଲするڳᯂなқ
ࣟの問題である。 
 
ᶅᶅ研研究究ंंຘຘののモモノノ資資料料ににଲଲすするるққࣟࣟととफफϕϕϫϫιιηη  

最ॵにݺ々の研究ंがモノ資料をどのようにқࣟ
しているかについてٶݶする。 

ජंをはͣめとしたࣙષܧ࢛の研究ंのモノのً
点はϓΡールχにおけるࣙらのγϱϕϨϱήである。
これは化⽯を研究素材としているݻਫ਼物学も、ݳਫ਼
のਫ਼物を研究素材としている動৪物学（ڧ学）
のҮもಋ様である。つまり、ࣙષֆから研究素材
をં研究ं本ਕがಚるϕϫιηである。 

学ʀ学ʀଔ学ʀܵ術学等のҮ࢛ྼ、⽅⼀
ではモノが研究ंのघにోるまでに、ڈ所༙ं、実
、等、さらにはं⽤࢘していた⽤࢘にそのモノをࡏ
ंࡠ等（いͥれもૌ৭かݺਕかのҩいはある）の
三ंが存ࡑする。よって研究ंはこの三ंから
てघするܨ⾏ҟをرʀ߬⾏ҟや、ई⽤ʀر
ことになる。さらに、考ݻ学のҮではช化ࡔ保ޤ
法の༁から研究ंݺਕがঋघにҪからҪ物を
घすることはできない。 

Ґ上のように、ࣙષܧ࢛の合とそれҐとでは
モノ資料がૌ৭や研究ंݺਕのघにోる（फする）
までのϕϫιηがસくҡなっている。 

さらに、モノ資料にଲするқࣟのでも⼤きくҡ
なっている。ࣙષܧ࢛の合は新झౌझや、֦研
究でخ६となるໝࣞ標本（+RORW\Se 3DUDW\Se 等）
のѽいもあるが、سঙझ等のྭをঈきಋझのγϱ
ϕϨϱήはՆである。つまり、研究上においても
ಋझの਼ݺରのγϱϕϨϱήはචགྷであり、それ
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ࣙରがՆである。この਼ݺରのγϱϕϨϱήの
重གྷ性はᶈで改めてىफ़する。 

ൔ、ࣙષܧ࢛ҐのҮにおいてはモノ資料に
よっては༏⼀ໃ್であり、ಋ材質ʀಋ法での࠸ਫ਼
（）はՆだが、それࣙରに࢘⽤ྼやࣙષの࣎
ؔでのܨ年ร化をけることはՆである。 

これらのഐܢがあるΑえ、֦野の研究ंのモノ
資料にଲするқࣟには֪ࠫがあるとݶえるଠ、モノ
資料のखりѽい⽅法や保؇⽅法等においても֦野
にಝ化したखりૌΊがචགྷとなってくる。この視点
については࣏のߴでͣることとする。 
 
ᶆᶆ野野ຘຘののモモノノ資資料料のの保保ޤޤ（（保保存存とと活活⽤⽤））  

当研究نགྷにを௪しているՅ館Ԅのηタρϓ
にとっては当たりのことだが、多زにోるモノ資
料の保ޤは多様である。ݶうまでもໃく、そのన
な保存ڧもݺ々であることから、फ施設⼀つと
ってもݺพのড়݇を設けることになる。当ષ、Ի࣬
ౕの؇理、फށ内のߑଆや࢘⽤する材質等に
もݺพ様がٽめられる。このことはモノ資料の素
材や材質が⼀様ではない事、法ྖやܙସの多様さ、
か෨Ϗーツかʀʀʀܙ、ରݺର、੮ओなݺなݐ
等、様々なགྷ素がཙΊ合っている。 

ଲして、活⽤に関してはモノ資料の野にݸらͥ
⼀ؑしていることは、「保存を⼀義にとらえるなら
活⽤は߉える（しない）」という視点である。モノ資
料の活⽤は研究の⼀として、展⽰、࠴ߪʀϭーέ
εϥρϕ等、ୁ༫等のどのҮにおいてもన正に؇
理されたफ施設から൘ड़することࣙରがϨηέを
う。ݶいえれͻ、న正な保存をなら活⽤し
ないというમࢸしかないとݶってもྒྷい。 

つまり、モノ資料の保ޤは「保存と活⽤」のྈ
から考えていく΄きखりૌΊではあるが、上ىの௪
りその実ସは૮ൕする事েなのである。 

このようなഐܢがあることは事実であるが、「活⽤
しないʻࢰ」という公ࣞも成⽴することから、保
⽤の標は「న正に保存しながらཤ活غ活動の所ޤ
していく」ことをқັしている。 

ここでまた活⽤に関して重གྷな視点は、あまりに
も性がکいモノ資料に関しては、当֚研究ंが
ҡ動やୂ৮等でࡑとなったࡏのཤ活⽤のسമさで
ある。施設によってはこのܑがݨஸなケーηもݡ
णけられるが、Museum のخ本ηタϱηとしては「今
は活⽤できない合でも保存しକける」චགྷがある。
モノ資料がӮକదに保存されていることでগཔదな
ཤ活⽤のにӀき͛ܩことがՆとなるのである。 
 
ᶇᶇモモノノ資資料料ととそそのの報報ををڙڙणणすするるཤཤ⽤⽤ंंଈଈののққࣟࣟとと
ରର  

モノ資料の保ޤを考えるࡏ、ජंが⼀൬重点課題
として掲げているのが「ཤ⽤ंଈのқࣟのࡑり⽅」
である。もͬΘΞ Museum 等にफしている資料に
関してはその主ରとなるのは施設のηタρϓである
ことは当ષであるが、その活⽤Үにおいては研究
ंଈが研究素材として、また、展⽰等の素材として
ҒけるのとはพのҮで、ཤ⽤ंଈも「Museum
のモノ資料をཤ活⽤するқࣟ」を༙する΄きだΘう。 

Museum の資料はୱに Museum という施設に保
؇ʀ展⽰されているというだけであり、元々はࠅ県
市ௌ村等のڠ௪のࡔ産（資産）である。よって、ࠅ
、市はۅదにそのモノ資料を活⽤することが
できるΚけで、「ࣙたͬڠ௪のモノ」というқࣟを
༙してՁら問題はない。さらに、このモノ資料を地
ҮやϓΡールχのҮでとらえた合はこのқࣟは
より重གྷなҒけとなる。 

このことを⼀義にとらえた合、ජंがىफ़し
ている「モノ資料とその報をڙणする」というݶ
いյしࣙରがనではないとݶえるだΘう。「ڙण」
というणけਐదなқັ合いではなく、活⽤していく
というηタϱηが重གྷとݶえる。 

ここで問題となるのが、市が地Үのモノ資料と
いう資ݱを⽇దにどこまでࣟしているかである。
ࣟとまでいかなくてもқࣟしているか、のϪϗル
でもسമさがݡणけられる。ਐۛなࢨ定ช化ࡔです
らその存ࡑにはΆとΞどの市がѴしていないの
ではないか、とਬ察している。 

－ 4－



 5

ಝに「モノ資料をӮକదに࣏代にӀき͛ܩ」ࡏ、
や県等の⾏、Museumࠅ や⼤学等の研究ंがその
重གྷ性をઈいても、市ࣙਐにそのқࣟがسമだと
そのਬは容ҝではない。 
 
ᶈᶈ⾏⾏γγχχがが༙༙ししてていいるる MMuusseeuumm ののยยݡݡとと、、モモ
ノノ資資料料ににଲଲすするるڳڳᯂᯂななққࣟࣟ  

Museum のܨӨと事業展開において設ंଈのқ
ࣟやࣟはҐ上に⼤きくӪڻする。その最⼤の
གྷҾはΠΩデϝρέでέϨΦテΡϔなϓϫーが業
務の⼤ൔの෨をઐめる Museum にଲして、ع定の
ϓΧーマρφで⽇業務を⾏っている設ंଈのର
の૮ҩがخఊにあるとਬ察する。ಝにこのܑは
公దૌ৭にݨஸである。 

ජंは千葉の県⽴博物館の学ܵ員としてࡀ⽤後、
4 館の県⽴博物館をྼし、千葉県とのਕ事ިླྀを
⾏っている࢛ྼ⽴ࠅ博物館係⻑と課⻑で 2 յ
ड़し、県⾏ؽ関の⼀෨ॼであるگү委員会にお
いても博物館の౹括やՃౕߑ、そして 2��� 年
にってからは⾏ࡔ改ַ（公の施設のݡし等）
の⼀として県⽴博物館の౹ഉ合の主୴当としての
৮ྼを༙している。このݩܨから Museum のݳと
それを؇理する⾏γχとではқࣟや考え⽅とし
て⼤きくစしているとこΘがඉに多いことを学
Ξだ。ಝに⼀൬⻑غにోってࡑしていた千葉県⽴
中央博物館においてはگүٶ課⻑、ࣙષ誌ʀྼ࢛
研究෨⻑、館քの博物館⻑と、課や෨、そしてૌ
৭を؇する⽴であったため、館ܨӨや事業展開、
ಝに Museumの根幹であるモノ資料の؇理や研究員
の調査研究活動ので⾏γχとのစをͽとࡏ
⼤きく感ͣていた。ݶいえると、⾏γχのΪ
ώψϱηとݳでのϕϫήϧϝϱήとΠέεϥϱの
ྈをݩܨしているंとしておޕいに૮いれない
Үがあることを௩感した。 

調査研究においては৮Үのҩいからစが⼤き
いのはՁとなく理մできるが、モノ資料のѽいとそ
の保ޤ（保存と活⽤）のではਇٱのݡմを༙して
いるとݶえる。ಝに、モノ資料の保ޤの؏点では、

保؇所であるफށのڳᯂ化が多くの施設におけ
るڠ௪の課題であることから、このқࣟやݡմのစ
は Museum の根幹（ໍ࢘）を༵るがす重⼤な課題
をݳड़させている。 

その重⼤な課題とは「फށにらないのであれ
ͻ理すれͻྒྷい」というқࣟである。ݶうまでも
ໃく、この理はഃؼをқັしている。ජंは多く
ので「これΆどಋͣ標本をとっておくචགྷがある
のか。⼀つあれͻྒྷいのではないか。」という発ݶを
Ձౕもซいてきた。⼀ൢదにとらえた合、重す
るモノ資料はචགྷないものであり、ڳいのならͻ
るだけのモノ資料にݸ定し、それҐはഃؼすれͻ
ྒྷいというݡմなのであΘう。 

しかし、Museum は「գࡑݳ、ڊ、າཔをݡ௪し
たঀ課題にखりૌ΄きૌ৭であるというໍ࢘」が
のร化がڧ今のようなࡤ、められている。ಝにٽ
ஸしい中では、このؔ࣎をいかにܪげていくかが
ը々研究ंに課せられたໍ࢘である。重している
モノ資料は研究ंのࣙހຮଏでफॄしているΚけで
はなく、「「গগཔཔににけけてて、、そそののझझががそそのの࣎࣎そそのの所所にに
存存ࡑࡑししてていいたた証証」」として保存しておくචགྷ性がある
ものである。重しているモノ資料のഃؼはこの証
ࣙରをないものとすることとಋқなのである。そし
て、このؔ࣎のηケールはঙなくとも 1��� 年ୱ
Ғでとらえていくことが重གྷであΘう。 

�として、1ߴの࣏�5 年のࡗਈ࿑⼤ਔٶ、ࡄび、
2�11 年の౨⽇本⼤ਔࡄҐ߳、ࠅや⼤学、֦野の
Museum の協٠会（સࠅ科学博物館協٠会等）等、
֦県等の博物館協会や֦ૌ৭ಋ࢞のϋρφϭーέ等
において資料ϋρφϭーέのૌ৭がߑされ、අࡄ
資料のϪηΫϣーରがک化された事Ҍについて
ًする。 

さらに、ϓΡールχのモノ資料に関しては、ըが
ࢨ県等のࠅ、定公Ԅの؏点はもとよりࠅʀ⽴ࠅのࠅ
定ช化ࡔのࡑり⽅、Յえて、2��� 年Ґ߳、સֆద
にڠ௪のϕϫήϧϞとしてखりૌΞでいるジΨϏー
έ（*eRSDUN）定等に関Κるঀ事Ҍもًしていく
こととする。 
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̒.資料ϋρφϭʖέʤϪηΫϣʖରʥɼٶ;ɼ
ϓΡʖϩχのࢨ定ʀ定ରͶؖͤΖৄݗ 

千葉県では、ฑ成 16 年 7 ⽉ �� ⽇ � ࣎ 55 に۟
ॉ۟いΚし博物館で発ਫ਼したళષΪηླྀड़による
ല発事ބをؽܘに、千葉県博物館協会が主して⼤
すߑϋρφϭーέをࡃٻが発ਫ਼するに֒ࡄໝو
る⽅ਓを⽰し、2��� 年ౕ（ฑ成 21 年ౕ）、ช෨科
学࿊ܠ事業のึঁۜをणけ、「千葉県ช化ࡃٻࡔϋ
ρφϭーέߑ」にけた調査ʀ研究を⾏い、ܯժ
実施報告ॽをק⾏ʀഓාした。当ϋρφϭーέ後、
౨⽇本⼤ਔࡄが発ਫ਼したが、ঀ々のରからనに
はؽしなかった。そのགྷҾは当博物館協会のༀ員
や୴当委員が 2 か年でި代していくことであり、さ
らに、当ϋρφϭーέߑを主していたජंが所
「（ࡔ定ช化ࢨາ）સൢࡔ地Үのช化」の標をغ
までもଲেとしたこと等がڏげられたことから、実
施ରのݡしをਦり、গཔにけ 2 ஊでのϕϫ
ιηを踏こととした。3KDse1 として県博物館協会
Յ館のफ資料をଲেとしたϪηΫϣーのૌΊ
とし、3KDse2 として所غの標をࢨすこととした。
2��� 年に実施したଠ県やଠૌ৭の実ସ調査では、そ
の⼤ൔがգڊの地ਔඅ֒が⼤きかった地Үの⼤学が
主ରとなってεηテϞ化したϋρφϭーέであった。
代නదなとこΘではਈރ⼤学、౨⼤学、新׃⼤学、
Ѭඦ⼤学等である。この調査をܨて、⼤きな課題と
して֮となったことはϪηΫϣーのଲে資料が主
ରとなる研究ं（⼤学گद等）の野であるྼ
にܑౙしていることである。これらのϋρφϭܧ࢛
ーέでଲেとしているモノ資料はݻชॽྪである。
۫ରదにϪηΫϣーࡠ業を⾏っていくݻ、ࡏชॽҐ
するΚけだが、研究ंのࡑのモノ資料も当ષ存
野の関係でસての資料܊のϪηΫϣーはՆ
であるという重⼤な点を༙していた。 

この課題をέϨΠするためにも、Museum のॄ合
ରである博物館協会が主ରとなるқັはඉに⼤き
かった。Museum にはࣙષ科学ܧからਕช科学ܧ等、
多زにోる研究ंがࡑしていることから、
野の؏点でϪηΫϣーのՆ൳の༁がないことが最

⼤のཤ点であった。 
౨⽇本⼤ਔࡄҐ߳、地Үのモノ資料のϪηΫϣー

ରはそのεηテϞͽとつとっても֪ஊのқࣟ上
はಚられたが、ජंが課題としてڏげている事Ҍは、
され、それͩれのૌ৭ߑ々のεηテϞがୱಢでݺ
内で⽇దなखりૌΊから༙事のࡏのखりૌΊまで
がݺพで展開されていることである。අ࣎ࡄの࿊ཙ
ରをとってもこれらのૌ৭内でのϓϫーにଊして
ঀ࿊ཙをすることになっている関係で、අࡄ館はࣙ
館がՅしているঀϋρφϭーέそれͩれয়ڱ報
告をしなけれͻならない。ؽثదয়ڱの中において
いくつものϋρφϭーέにඅ֒য়ڱの࿊ཙをするϓ
ϫーがՎたしてݳ実దとݶえるだΘうか。この؏点
だけݡても関係ؽ関等が౹⼀した࿊ཙରをߑし
ておくචགྷがあると検証している。 

の؏点から（⽤保存と活）ޤに、モノ資料の保࣏
モノ資料が存ࡑするΦϨΠのҒけから検証して
Ίたい。ࣙષʀྼ࢛ʀช化資産の所ࡑΦϨΠはգڊ
をටմいてΊても、ࠅ⽴公Ԅ定、ࠅ県市ௌ村のช
化ࢨࡔ定、そして、ࡤ今のジΨϏーέ定等、当֚
地をはͣめबว地Үには様々なץがされている。 

このץはӮକదな保存ʀܩটをࢨすためのもの
であり、法ద根ڎもしっかりとしている。Յえて、
このץをされている地Үのਕ々の保存қࣟも⽇を
௧って߶Ίにত՜されつつあるが、保ޤ活動の中の
活⽤においてはٱにύーχルが߶くなったことも
事実である。34�� হᶆࠪஊԾから 7�� ⾏にىफ़した
௪り、保ޤ活動は保存と活⽤という૮ൕするໍ࢘を
༙していることを改めてࣟした上で、ը々はその
成のためのखりૌΊをਬしていかなけれͻୣໍ࢘
ならない。 

2�22 年ౕの⽇本ϝϣージΠϞʀマϋージϟϱφ学
会αϝϣωケーεϥϱʀマϋージϟϱφ研究෨会に
おいて、「1��� 年ୱҒでモノを後にܩটしていく
マϋージϟϱφのࡑり⽅と課題、そしてݶʛαϝ
ϣωケーεϥϱʀマϋージϟϱφの視点からʛ」の
テーマで研究෨会を開催した。1��� 年ୱҒでモノを
後にܩটしていくマϋージϟϱφはいかにある΄
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きか。そして、それをରݳするࡏの課題はՁかをڠ
༙した上でαϝϣωケーεϥϱʀマϋージϟϱφの
⽴ͬҒからݶした。2�21 年ౕの⽇本博物館協会
主催のસࠅ博物館⼤会（ࡵຊ）においても、モノを
1��� 年ୱҒで保存ܩটしていくことがًされた。
Յえて、ࠅ⽴ԯೆࣙષ࢛博物館設⽴६ඍ委員会にお
いても標本資料のफॄʀ保؇ʀ活⽤が⼤きな٠の
となっている。 

このഐܢがある中、ը々Museum の研究ंは「モ
ノ資料のफॄとその活⽤」はඉに⼤きなໍ࢘とҒ
けている。しかしൕ、上ىのような「ࢨ定ʀ
定のץ」はこのफॄ活動と活⽤の؏点からは⼤き
なύーχルであることにはҩいない。上ىの研究෨
会の٠のにおいてもモノ資料の「保存」と「活
⽤」をどのように合させていくかが٠の中⼼と
なった。そのࡏ、当研究෨会の෨会⻑でもあるජं
にଲして参Յंから「どͬらを༑す΄きと考える
かʃ」の問いが投げかけられた。ජंのݡմは「
えはപ。保存が༑される΄き。⻑غదなϑジϥ
ϱでとらえた合、保存なくして活⽤もない。」と
を༙するໍ࢘টしていくܩした。モノを保存ݶ
Museum ではモノがなけれͻ活⽤もできないことか
ら当ષのݡմと考える。 

ここでජंのҮである地質学ʀݻਫ਼物学の
؏点から「ࢨ定ʀ定のץ」がどのようなύーχル
となっているかについてٶݶしよう。 

まͥ、当ҮでのϓΡールχϭーέには「ࢨ定ʀ
定のץ」Ґにؽث؇理や࣎代ഐܢ等からのύー
χルがある。地のߑ成や化⽯の産য়を؏察するの
にనしていた地இはؽث؇理上αϱέϨーφに
よる保ීޤ設が⾏Κれ容ҝに地இをݡることは
できないয়ସである。ญせて、県内にも਼か所ある
Үはこれらの؏察には最నなϓࢃをखっているࢃ
Ρールχであるが、ة業が所༙するී地であること
から、当֚ة業が事をしていない⼟⽇ॗ⽇にཤ⽤
がݸ定されるという実ସもඈけられない。 

上ىの課題も⼤きいとݶえるが、Ձより最⼤の課
題はࢨ定地または定地ということからモノ資料の

γϱϕϨϱήはخ本できないとこΘにある。これは
Museum であり、研究ंとしてはかなり⼤きな課題
である。ಋ࣎に、ॊཔ、؏察会やݡ学会として਼ॉ
名をӀིしてϓΡールχにड़いていたことも、事
に関係෨ॼに申੧をした上で展開することになる。 

このように、モノ資料の保存ʀܩটの؏点から
められている「ࢨ定ʀ定のץ」は当ષのରであ
ることには૮ҩないが、活⽤では߶いύーχルと
 。Κ͡るをえないݶ
 
̓. モノ資料のฯޤΝंڂݜͳཤ༽ंのྈࢻ఼͖
Δৄݗ 

当হにおいて、当ชの主題である「モノ資料の
保ޤを研究ंとཤ⽤ंのྈ視点から検証する」こと
について、それͩれの⽴のࢨす΄きໍ࢘をݶ
する。 

 
ᶅᶅモモノノ資資料料のの保保ޤޤをを研研究究ंंのの⽴⽴かからら検検証証  

最ॵにこのߴでଲেとする研究ंを֮にする。
この研究نགྷが千葉県博物館協会の発קするชॄ
ということから本པならͻMuseum の研究ंとݸ定
することもՆだが、４হにىした௪りモノ資料に
ࡑಝに資料ϋρφの؏点では⼤学の存、ࡏするٶݶ
はඉに⼤きいΑえ、߁く「モノ資料を研究素材ʀ
事業素材としてҒけている研究ं」とする。 

হまでにもىफ़しているが、モノ資料は研究ं
にとってはචਤである。モノ資料があるから研究の
ਬがՆであり、その成Վを֦झの事業にൕӫさ
せることができる。つまり、研究ंにとってモノ資
料はいつでもそれを活⽤することができるようにघ
中にくことがましい。ޣմをڬれͥにॽくなら
ͻ、そのモノ資料をౌघକきもせͥにघ元にく
ことで所غの標はୣ成する。 

このことはٱにౌすることでਫ਼ͣるࣙਐのୂ৮
後のモノ資料のཤ活⽤のしͰらさのϨηέをյඈす
ることができるともݶえる。ජंはࣙਐの研究素材
である化⽯γϱβをસてघ中にいている。この実
ସについては൳あることは重々理մしている。ڬ
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らくモノ資料のӮକదな保ޤの؏点からはಋでき
るものではないだΘう。しかし、ࡑݳ、ජंが年ؔ
਼ॉյҐ上館内で展開している化⽯ιϝψーや⼤
学等のߪ義のでその化⽯は学びと୵究の素材とし
て⼤きなༀׄを୴っている。これらの学びと୵究の
では「実物標本にৰれる、؏察する、標本とのଲ
」を重視している。このϓϫーはౌ標本（資料）
では実ݳすることができない⾏ҟである。正に保存
と活⽤のؔڳにあるҌ݇ととらえている。 

また、⼤学におけるモノ資料の課題も༙ڠしよう。 
સての⼤学のରにٶݶしているΚけではないこ

とをとしてҐԾの課題をًする。ජंが਼
の⼤学の研究ं（گदʀ०گदʀࢥߪ等）とڠಋ研
究をはͣめ、様々な報༙ڠを⾏う中で、モノ資料
にଲするあるڠ௪の実ସがݡえてくる。それはモノ
資料のؾの問題である。 

Museum の合、モノ資料のر⾏ҟʀୁई⾏ҟ
等においては公ชॽ等正ࣞなชॽによるखりިΚし
がචਤである。චͥ Museum に存ࡑするݺ々のモノ
資料については「モノ資料ʀ調ॽ等པྼを⽰すΩー
χ（ుࢢデータ）ʀժデータʀؾを⽰す正ࣞชॽʀ
ୈீ」がιρφである。このことはࢶഖରでのफ
؇理であったڈཔのରであΘうと、ࡤ今のデジタ
ルΠーΩϔでのରであΘうとษのචਤ事ߴで
ある。 

⼀⽅、⼤学の合、この Museum では当たりの
このରがسമとՃせ͡るをಚない実ସがঙなか
らͥݡणけられる。当考が「モノ資料のӮକదな
保ޤ（保存と活⽤）のあり⽅」をͥる素材である
ことから、改વす΄き点としてあえていくつかの
事ྭを༙ڠする。Յえて、当事Ҍはජंのݩܨから、
⼤学にݸらͥ⼩中߶等学ߏのߏ内に所ࡑするモノ資
料にもಋ様の課題があることも༙ڠしておく。 
 
ʀʀ事事ྭྭ 11  

⼤学の研究ंがࣙらの研究素材として地Үʀ市
所༙のモノ資料を正ࣞなชॽॴ理のない中で学内等
にࠒͬ࣍Ξでいる。この事ྭでの課題は、研究ं本

ਕが⼤学をୂׯした後の当֚モノ資料のѽいである。
ජंがѴしている中でもこの課題は多々あり、਼
ॉ年がܨգした後に⼤学ଈにモノ資料のศ٭の࿊ཙ
がるが、ࡑݳのࡑ研究ंはそのモノ資料の存ࡑ
もからないだけでなく、当֚モノ資料がई⽤した
ものなのか、ৣりणけたものなのかもからないと
いう実ସである。ً点となった研究ंはΨーϧルで
のϪϗル（いΚΑる༁等）でモノ資料を学内等
にҢ動させていることから、਼ॉ年ܨգしたஊで
はؾが֮定のয়ସをఆしている。 

Յえて⽰すと、この事ྭは Museum においてもජ
ंが県⽴博物館ࡑ࣎にݩܨしただけでも � ྭある。
当ષ、Museum のモノ資料のѽいの؏点からはͥ
΄きことだが、ಝに、Museum 開設࣎には展⽰資料
等のै実のから「པるものはڍまない」というـ
෫がঙなからͥ存ࡑしている。つまり、正ࣞな公ช
ॽのॴ理をせͥにモノ資料のҢ動を⾏っていること
から、上ىの⼤学の事ྭಋ様に開館਼ॉ年ܨգした
ஊで所༙ं（正ࣞには当࣎の当事ंではなくその
࣎やଛ）からศؒのғབがあった事Ҍである。当ࢢ
の関係ंはعにୂ৮後であったため、ජंはの
上࢚とڠに謝ࡓした事ྭが � ྭである。 
 
ʀʀ事事ྭྭ 22  

上ى事ྭ 1 とも関࿊しているが、నなफڧ
をͬ࣍合Κせていない⼤学の合、モノ資料の保存
保؇の؏点からも課題が多い。研究ंの研究࣪や関
࿊施設等にՀ保؇している実ସが多いため、ୂ৮࣎
の理等でഃؼされてしまう実ସである。事ྭ 1 の
ようにモノ資料のؾが֮ということも⼤きな
問題だが、事ྭ 2 についてはモノ資料そのものがࣨ
Κれているという「モノ資料のӮକదな保ޤ（保存
ಝ）」の؏点からは最ѳな݃Վとݶえる。 

当ߴの主題である「モノ資料の保ޤを研究ंの⽴
から検証する」の視点で考察した合、えは
പである。研究ंがѽうモノ資料は、その野にݸ
らͥ「研究ंݺਕにؾするのではなく、ࣙષֆが
ਫ਼Ίड़したࣙષࡔであり、࿊໘とਕྪがड़したྼ
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「の中でүまれたช化࢛そのものであり、そのྼ࢛
であるというқࣟをخఊにいてଲቄす΄きである。 

このことは、2�2� 年 � ⽉ 2� ⽇にΨϱϧϱで開
催された「公開εϱϛジΤϞ ช化施設としてのࣙ
ષܧ࢛博物館を考える」（⽇本学術会٠）の中でも、
⼤学ଈの研究ंから⼤学博物館の所するࣙષ࢛資
料の実ସの؏点から⼤学ૌ৭内の重⼤Ҍ݇としてޢ
られた。 
 
ᶆᶆモモノノ資資料料のの保保ޤޤををཤཤ⽤⽤ंंのの⽴⽴かからら検検証証  

当ߴではモノ資料をҮでの研究素材として、
そして、Museum 等のでの展⽰等で活⽤すること
をໍ࢘としている研究ंଈではなく、ཤ⽤ंࣙらが
学びや୵究のϕϫιηにおいて活⽤する、ญせて、
Museum 等の事業を様々なܙでڙणするཤ⽤ंଈの
⽴から検証することとする。 

モノ資料の保ޤを୯が中⼼となって展開していく
かの視点で検証した合、ཤ⽤ंଈのҒけは݀
してఁくなく、しΘٱに研究ंҐ上にその重གྷ性
をқࣟす΄きと考える。理༟はモノ資料のً点は地
Ү（ϓΡールχ）に所ࡑしており、中でもਕชܧの
モノ資料に関しては、地Үを௪りӿしてࣙਐのՊܧ
に関Κるྼ࢛や資料とݶった࢛ࣙの⼀を୴
っている合が多いΑえである。研究ंはࣙらの調
査研究のϕϫιηでモノ資料はなくてはならない重
གྷな研究素材であり、Museum においても֦झの事
業展開ので主ରとなるものであることからқࣟ
しないというમࢸはないが、ཤ⽤ंଈにとっては
このՊܧや࢛ࣙࣙରにあまりࣧせͥ、ٱに൧Κ
しいものとしてඈけるܑが࣎代とともにݨஸにな
っていることがഐܢにある。 

また、地Үのࢨ定ช化ࡔについても新しくって
きたेがଁえる⼀⽅、ݻくからの地きのՊも
代がި代することをؽܘに地⽅をれていくܑも
あり、݃Վ、地Үに根ࠫしたช化ࡔやช化活動その
ものとԗになっていくことでモノ資料にଲするஎ
ࣟもқࣟもسമになっていくと検証している。 

Յえてこのモノ資料からԗになりつつあること

は「モノをӮକదに後にगりఽえる」、さらには「モ
ノ資料のϪηΫϣーର」にも⼤きくӪڻしてくる
こともപである。 

それでは当ߴの主題である「モノ資料の保ޤをཤ
⽤ंの⽴から検証する」の視点で考察しよう。こ
こでཤ⽤ंଈが⼀൬қࣟしなけれͻならないことは
「地Үのモノ資料はษదに存ࡑするΚけではなく、
それらを後にगりఽえていく主ਕ公は地Ү本ରで
ありࣙୣࣙਐである」ことをқࣟすることである。 
  
 ࡱߡ .̔

当ชでは「モノ資料の保ޤ」を研究ंとཤ⽤ं
のྈ視点から検証した。そしてその保ޤ活動のࢨ
す΄き標（成す΄きこと）はಋ⼀であるが、展開
す΄きΠέεϥϱはそれͩれの⽴ͬҒでҡなる。 

保存の؏点では、研究ंには保存科学のஎࣟʀஎ
上と保存र等の技術దノΤύΤのட、そしݡ
て、నな保存ڧのң࣍がٽめられる。⼀⽅、ཤ
⽤ंにはࣙਐのबว地Үはもとより、֦地に所ࡑす
るモノʀαφはࣙୣڠ௪のࡔ産であり、গཔに
けてगりఽえていくචགྷがあるというқࣟをࣙ事
として༙することがغଶされている。 

そして、活⽤の؏点では、ྈंにڠ௪してॉに
保存をқࣟした上で研究素材として、展⽰等の事業
の素材として、また、学びや୵究の素材としてཤ活
⽤していくࢡが重གྷであΘう。 

Ґ上のように、保存と活⽤をқັする「保ޤ」は
૮ൕする事েをΞでいるが、37�4 হ�ࠪஊ 17�21 ⾏
にىफ़したとおり、研究ंとしてもཤ⽤ंとしても
保存を༑す΄きであり、活⽤は⻑غదなϑジϥϱ
でとらえれͻྒྷい。ಝに、モノ資料を保存ܩটして
いくໍ࢘を༙する Museum においては、そのモノࣙ
ରがなけれͻӮԗに活⽤することはできないことは
ࣙの理である。 

当ชを௪して、モノ資料の保ޤのࡑり⽅に関す
る٠が関係ंؔで展開されていくことをغଶする。 
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Ӏ༽ชݛʀߡࢂชݛ 

博物館設⽴६ඍ委員会࢛ԯೆࣙષ⽴ࠅ法ਕࡔൢ⼀
（ 2�2��11 ）「 1$785$/ +,6725< M86(8M 
1R1」 

博物館設⽴६ඍ委員会࢛ԯೆࣙષ⽴ࠅ法ਕࡔൢ⼀
（2�21�6）「1$785$/ +,6725< M86(8M 1R2」 

博物館設⽴६ඍ委員会࢛ԯೆࣙષ⽴ࠅ法ਕࡔൢ⼀
（ 2�21�12 ）「 1$785$/ +,6725< M86(8M 
1R�」 

博物館設⽴६ඍ委員会࢛ԯೆࣙષ⽴ࠅ法ਕࡔൢ⼀
（2�22��）「1$785$/ +,6725< M86(8M 1R4」 

博物館設⽴६ඍ委員会࢛ԯೆࣙષ⽴ࠅ法ਕࡔൢ⼀
（2�2���）「1$785$/ +,6725< M86(8M 1R5」 

博物館設⽴६ඍ委員会࢛ԯೆࣙષ⽴ࠅ法ਕࡔൢ⼀
（ 2�2��12 ）「 1$785$/ +,6725< M86(8M 
1R6」 

新和宏（2�1����）「博物館とऀ会の関係ร化とその
ഐܢのմ�博物館をखりתくऀ会ʀگү
のร化」ੁ⻑࣑ܡฦʲܧ࣎データによる⽇本の
博物館の動ସੵʳ�科学研究ඇึঁۜخ൭研究
（&）研究代නंښܵથң⼤学ੁ⻑࣑ܡ�S6�
2� 

新和宏（2�15��2�26）「ࣙષ科学ܧ博物館が発৶する
,QWeUDFWLYe Museum のՆݸʷໃݶけたにߑ
性をきड़す新たなϝϣージΠϞの展開ʷ」
 22 յસࠅ科学博物館協٠会研究発න⼤会資料
ॄ S7�12 

新和宏（2�17��2�17）「展⽰࣪はϓΡールχの༢い
のn本物をཤ活⽤するʄ|そこにϝϣージΠϞの
本質があり、地Үの活性化と地Үช化ड़ʀ発展
のً点がլਫ਼える」 24 յસࠅ科学博物館協٠
会研究発න⼤会資料ॄ S7�1� 

新和宏（2�17�����1）「ࣙષ誌ōྼ࢛博物館が۫ݳ化
する ,QWeUDFWLYe Museum」⽇本ϝϣージΠϞʀマ
ϋージϟϱφ学会ʲ⽇本ϝϣージΠϞʀマϋージ
ϟϱφ学会نགྷ 21 号 1r7�S2���5 （査ಣช） 

新和宏ʀԠ野५ၴ（2�1���2�15）「ք༺گүをରݳす
るࡏのϓΡールχōϝϣージΠϞのໍ࢘ʛಝにը

がࠅのগཔをۛで୴う中߶ਫ਼を中⼼とした学び
のߑʛ」 25 յસࠅ科学博物館協٠会研究
発න⼤会資料ॄ S11��12� 

新和宏（2�21������）「モノとଲすることができる
新たなϝϣージΠϞ」 

新和宏（2�22�1���7）「モノとଲすることができる
新たなϝϣージΠϞ  3KDse2」 

千葉県博物館協会（2�1����）「千葉県ช化ࡃٻࡔϋ
ρφϭーέεηテϞߑਬ事業」（ช෨科学 
ฑ成 21 年ౕ博物館ϋρφϭーέߑਬ事業） 

千葉県博物館資料ࡃٻରߑܧ実⾏委員会（2�14���）
「千葉県博物館資料ࡃٻϋρφϭーέのߑに
けてʷ博物館फ資料を࣏代にӀき͛ܩεηテ
Ϟߑ報告ॽ」 

ϓϧϱλϭʀϟϪη、ΠϱχϪʀデώϪฦ（ਭӵ
༃）（2�22��6�2�）「博物館学ʀඔ術館学ʀช化Ҫ࣑
産学֕ેخ೨事ఱ」（౨ښಌड़൝） 
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特集「Museum におけるモノ資料の活用の多様性を検証する」 

Ҧཋ館の資料を用ƍƨ視ᙾᨦƕƍ者Ӽけ利用  ̊
千葉ჄᇌɶځҦཋ館 ᱅˰ ᎑ʚ 

 

博物館のқ義として、ॊཔから４ߴ（資料फॄʀ
保存、調査研究、展⽰、گүٶ）の活動がڏげら
れてきた。最ۛでは、これらに博物館資料のデジタ
ルʀΠーΩϔ化、ଠの博物館との࿊ܠ、地Үの多
様な主ରとの࿊ܠʀ協⼒によるช化؏ޭ等地Үの活
⼒の上のر༫もڏげられるようになってきてい
る。また、ਕชܧをқࣟしているが、ช化ுがݶ
している「ช化ࡔの公開」も博物館資料の活⽤の中
で、考えて⾏かͻならない事ߴである。 

博物館関係のชでは、Πϱケーφ݃Վのմੵや
展⽰会後のݡմʀ博物館のࡑり⽅等に関するものが
多いように思Κれる。視্ְがいंの博物館ཤ⽤に
関してもいくつものΠϱケーφ報告があるものの
（ྭえͻѪ༟葉ʀ⼩野� 2��2� 2���ʂ⼤野Άか� 2��7）、
۫ରదな⽅ࡨにଲする実ભではない。 

しかし、ݳ実の学ܵ員がしているのは、「எࣟ
「するڛをݩܨのための様々なʲ۫ରదなʳ༙ڠ
ためのϗϱφ等のघ⽴ての⽴Ҍʀ実施であΘう。
ජंは、このように考え、の֍を題材に、さら
に⻑年にΚってफॄしてきた博物館資料を⽤いて、
ଠの学ܵ員にも活⽤していただける事ྭとして、本
稿では視্ְがいंけの࠴ߪ等に関して٠する。 
 
 

̏ ָߏͲのदۂ 

千葉県⽴中央博物館では、県⽴学ߏからのགྷ੧
で 1���（ฑ成５）年ౕから、多くの৮員がࣙらの
野の資料を⽤いてद業を⾏ってきた（౨� 2�2�
参ল）。ජंも、当ॵの 1��4ʀ1��5 年から 2���ʀ
2�22 年の４յ୴当させていただいた。 

ここでは、ۛの 2�22 年に、αϫψՔの合ؔのൔ
⽇で⾏った⼩学෨ʀ中学෨ʀ߶等෨をྭとしてखり
上げてΊる（ਦ̏）。 

今յのद業では、̏ ）⼩学෨の 15 名にଲして、Π
γϨʀϢマφεジϝʀοϥΤιϱύマήϨ（༰֍）ʀ
ΠΩϋママの⼀झʶέモΪを、̐）中学෨の
11 名には、ΠγϨʀϢマφεジϝʀοϥΤιϱύマ
ήϨ（༰֍）ʀϞϧγΫΪϪεʀΠϓϨΩママ
ʶέモΪʀγδΦʀΠΩϋママの⼀झを、
̑）߶等෨の̖名には、ΠγϨʀϢマφεジϝʀο
ϥΤιϱύマήϨ（༰֍）ʀφαϔεʀγδΦʀマル
γδΦʶέモΪʀγδΦʀϞϧγΫΪϪεʀ
ΠϓϨΩママʀΠΩϋママの⼀झを६ඍし
た（合̗ܯझ 1�6  。（ରݺ

దとしては、Πʁৱ⽤でもしΊのある֍にも
様々なझྪのあること、ʁ֍には್ທ֍とת֍の
あること、Τʁ್ທ֍ではࠪӊの֬がϒρタϨと合
Κさるものが多いこと、Φʁこのࠪӊ֬がಋ⼀ݺର

ਦ �� ָߏͲदྭۂ� 
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でしか合Κないことは࣎ރߒ代等の֍合Κせ等の༣
びにもཤ⽤されていたこと、Ψʁת֍ではࢨをれ
る等して、תいていることがΚかること、Ωʁࢨや
घのͽらの感ৰが重གྷであること、έʁಋͣؔで
も、ྭえͻγδΦのᑞありʙᑞなし等、様々なݺର
や地Үによってรҡのあるとこと、ケʁ֍֬という
ࣙષのりड़したຽを感ͣてもらうこと、αʁ
ながら֍がきで、֍֬をৰりながら、ֆదに
⼀ླྀの研究ंが存ࡑすること等を、எってもらうこ
とであった。 

当ષ、⼩学ਫ਼から߶ߏਫ਼まで、理մおよび֍に関
するஎࣟがݺਕによってもҡなるため、द業ؔ࣎の
中でࣉಒʀਫ਼ైのൕԢをݡながら、దとしたߴ
をఽえるように努めた。⼩学෨では、Ά·マϱツー
マϱでਫ਼がࣉಒについていただいており、ජंと
γϛーφの博物館৮員はうまく理մできるように、
֍をৰってもらうΠχώηをյりながら⾏った。
߶等෨のਫ਼ైには、後फ़する点࣊Ϙージのある「֍
ྪਦؓ」をいてઈを⾏った。 

今յのद業をशえての問題点として、̲）ϙϋΪ
等のӸいᑞを࣍つ֍は҈સで、ཤ⽤がೋしいこ
と、̳）Ӷਫ਼から、（ಝに今յはαϫψՔの中であ
ったこともあり）ಋ⼀ݺରを⽤いる合やৱ⽤後の
֍֬ཤ⽤ではভಡがචགྷになること、̴）ঙֻとは
え、ΠγϨやγδΦ等のৱ⽤झの߬が博物館ʀݶ
学ߏ⽅で؈ୱではないこと、̵）್ທ֍では、
ࠪӊ֬にಋ⼀൬号をىしておかないと、ਫ਼⽅もಝ
ஊ֍にしくないため、ࠠ͡ったりした合にؔ࣎
をखられること、̶）どうしてもΠγϨ等ではطか
らཚԾしてഃଝしてしまうこと等があった。ただ、

いͥれもർֳదଲԢしやすい事ณであΘう。 
学ߏと博物館の࿊ܠに関しては、Ԡ野（1���）

のસࠅの学ߏをଲেとしたࡋな博物館ଈのགྷ
をめたΠϱケーφ݃Վが報告されている。本報
ชは、あるझ、これらのགྷにଲする֍ྪからのյ
ということでもある。 

また、科学ֆにはસの֍ྪ研究ंで、ۅめてஸ
名なϲΟーϟ博࢞という⽅が存ࡑし、൶はnघで֍
֬をৰり、様々なັڷいਫ਼物学దな研究|を⾏って
きた（ϲΟーϟ� 2��� >9eUmeLM� 1��7@）。գڊには
̢̥̟でϲΟーϟ博࢞が়ղされたこともあるが、
その存ࡑをஎっているਕはۅめてݸられていると思
Κれる。このϲΟーϟ博࢞のྭをफ़΄ることによ
って、ࣉಒʀਫ਼ైୣに֍を௪ͣて、ࣙષにັڷを࣍
ってもらい、さらにඊ༄のՆ性のあることもఽえ
た。 
 
̐ Ҳൢଲেの࠴ߪ 

⼀ൢの⽅をଲেにしての࠴ߪも̐յ開催した。ජ
ंもॵめてのݩܨとして、آघ県Ԯ市にある「視
্ְがいंのためのघでΊる博物館」におにな
って、2�14 年に⾏った。 

६ඍした֍は、ϙεξΩϧ（成֍ʙѧ成֍ʙഃଝ
し、֬ 内のתいている෨がৰれるݺର）ʀΤθϧΪ
ʀϧέξΪʀέモΪʀηジΪʀγλϨΪ
ʀϓεデγλϨʀϞΩデλデʀϗωタケʀΫϨΪ
ξマεʀϙϋΪʀϙϧΪ（⽇本最⼤のת֍）ʀ
ΠϧϓϧΨΨωε（ֆ最⼤のת֍、ただし༰֍）ʀ
ϢεΪʀΩγΪ（झࢨ定のళષى೨物ʂתいて
いないܗࢁのת֍）ʀツノΪ（ת֍ʀ್ທ֍ともҡ

ਦ �� Ҳൢ͜ϭʖέεϥρϕྭ� 
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なった֍）ʀΨΨジϡα（ֆ最⼤の֍ʨ್ທ֍ʩ、
ただし༰֍）ʀΨΨεϧψϝ（およそ֦̏ݺର）と、
ૻ࣎のഃଝをյඈするために、主にγϱβশのߙ
質な⼤ܙ֍ྪをમした。ญせて、ਫ਼きたת֍とし
てΩタツϞϨのϝηジママのਫ਼֍を࣍参し、್
ທ֍のྭとしてΠγϨとϙタテΪを -5 Ӽで߬
した。なお、ΩタツϞϨのਫ਼֍によるת֍のରに関
しては、上ىとはพな学ߏの事業でも⽤いたこと
がある。 

参Յंは成ਕであったため、学ߏのదに、̏ ）
動物としての֍ྪのରのつくり（ת֍は෴ଏでҢ動
するʙ್ທ֍の֍等）、̐）ಝに⼤ܙझを⽤いて、
֍の多様性の理մ、̑）తにଲしてำৱをಂれる
ためにᑞを発ୣさせて֍ྪ、４）その中でも、ྪࣇ
したܙସを࣍つηεϥΤΪྪ（ηジΪʀέ
モΪ等）、５）తの多い೦ଵքҮでは、֍֬を
くしたり、֬ ̔、くするのもำৱյඈのనԢڳを ）
n⼀൬⼤きい|ということをର感してく等をけՅ
えた。  

1 、でもؔ࣎ൔを༩定していたが、գした̐ؔ࣎
༩定していた内容をおしすることはできなかった。
参Յंは̗名で、博物館のηタρϓ̑名にึঁをい
ただいた。࠴ߪ後の感では、ᑞの発ୣしたものに
いている෨も理մתかれ、タΩϧΪの内෨のڽ
できたことで、સରとして֍にັڷを࣍ってけた。
この事ྭに関しては、⽇本֍ྪ学会でڠಋ発නを⾏
った（ेࠉΆか� 2�16）。 

ජंとしては、博物館に所されている「ช化ࡔ
としての」ళષى೨物として、ΩγΪをཤ⽤する
ことにもཻқしていた。⼀⽅で、֍ྪのཤ⽤事
ྭ（ྭえͻ、ۛغのࢃ෮の法དྷやԯೆでのϢΩϱ
ʨらやかΞʩ等）にもৰれたが、֍ྪにはৱ⽤を
しており、地Үࡑめ֦地でのಝదなཤ⽤法も存
のช化資ݱとして、視্ְがいंの⽅にも֍ྪは多
様な展開を理մしていただける素材であると思って
いる。⼀⽅、ಋ博物館のҬ館⻑からは、「ਕの検
っていたಏ似（しΐもくͰ࣍が（けΞ͙Βう）ߏ
え）を࿊させるεϣモέΪʨΪΫʩという֍が

あるようで、ৰってΊたかった」とັڷいΠχώ
ηをणけることもできた。 

৮の中央博物館では、ൔ年後の 2�15 年に୴当
展⽰会「ֆのҪからड़⼟する֍ྪ」のϭーέε
ϥρϕとして、࠴ߪを⾏った（ਦ̐）。ޗʀޗ後の
̐յの࠴ߪで、定員を֦յ５名に設定し、ޗ̑名、
の̑名は千葉市内かޗ。後̐名の参Յがあったޗ
らの参Յंで、ޗ後の̐名は⼤ࡗと౨ښの県から
の̐名であり、સて成ਕであった。関౨地⽅の学
報したが、参Յंおよび問い合Κせは߁に༥ૻでߏ
સくなかったのは೨であった。また、࠴ߪには̐
名のϚϧϱテΡΠの⽅におघఽいいただいた。࢘⽤
の֍ྪは、Ԯでの࠴ߪとおよそಋ様であったが、
ഃଝのڬれが֪ஊに⼩さいため、参Յं֦ࣙに 1 ݺ
ରͥつと਼ݺରを६ඍしたことと、ΨΫψΦϑη
ྪやモΪྪ（Ґはۅめて߶ՃであったΤϝノ
γΩΦモ等）等のسঙझもৰっていただいた。 

ϢεΪܙ⼤、から参Յいただいた⽅からはࡗ⼤
のԾのごく⼀෨がਕҟదにरされていた所を、
「この෨は、この֍のಝですかʃ」とӸく質問
をणけた。ಋ様なは、֍ྪ学会で発නしたに、
には、の֍ྪαϪέターがおられ、をࠅ」
たてるなどして、֍のಝをࣟされている」とあ
る研究ंからもおซきした。फ़したϲΟーϟ博
 。のघ法ともಋ様である࢞
 
 のघͲΊΖ֍ྪਦؓं͏্ְ͗ࢻ ̑

上ىで、学ߏのद業と⼀ൢけ࠴ߪの事ྭを、
దʀཤ⽤した標本ʀқັͰけ等についてىしてき
た。今յの内容を参লしていただき、あるఖౕの֍
についてのஎࣟを学ことにより、多くの学ܵ員が
視্ְがいंの⽅けのϗϱφとして、実施でき
るものと考えている。 

このয়ڱをよりษ化できるように、n֍ྪਦؓの
けのnਦΊた。それまでの視্ְがいंࢾ成|をࡠ
ؓ|を調査ʀԀལしたとこΘ、点࣊のΊのもの、ॊཔ
のॽに点࣊εールをహったもの、ܙと動物ରの
⼀෨をৰれるようにしたもの、ܙをූかび上がら

－ 13 －
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せ、点࣊のմઈをけたもの等を֮することがで
きた。その中で、১ྡྷ等をූかび上がらせ、ࢨで
ࣟできるようにされたもの（和Րࢃ県⽴博物館� 
2�12）やのྡྷִをದ෨として、さらに໒きテー
ϕをけたもの（߶⾕ʀ1 �ࢃ���）とྪࣇしたਦؓ
のࡠを考えた。しかし、ದ෨をනしたһࡰは容ҝ
ではないことがΚかり、ྡྷ ִをなͩるだけではn⼀ൢ
దな܊をࣟできるだけ|との視্ְがいंの⽅か
らのΠχώηもणけ、̡実物標本と点࣊൝をめた
մઈからなる֍ྪਦؓʳとすることとした。 

֍のમと内容は、およそ上ىでफ़΄てきたৱ⽤
でਐۛなझʀ֬ܙସがಝదʀ成⻑ஊによるร化ʀ
ਫ਼ଋ所による֬のさ等のҩい等と、標本のघ
のしやすさおよび̏ؔ࣎ఖౕを定したԀལ等の࣎
ؔを考ྂして、ҐԾの 25 झとしたʁΠγϨʀϢマφ
εジϝʀεψύマήϨʀοϥΤιϱύマήϨʀマΪ
ΫʀϙタテΪʀϞϧγΫΪʀΤώΪʀγδ
ΦʀマルγδΦʀϨϣΤテϱʀΦμΠϭϑʀϟΩ
ΠϭϑʀφαϔεʀϞϧγΫΪϪεʀΫϫξ
ΩϧʀϙεξΩϧʀεϣモέΪʀηジΪʀέ
モΪʀϙϋΪʀϝηジママʀϐξϨマΫマ
マʀΠϓϨΩママʀΠΩϋママのؔ。 

実ࡏのਦؓは、̘）テΫηφと̙）標本にかれ
る（ਦ̑）。 

テΫηφは、1 झにつき、Π）ंء⽤のմઈと֍
のࣺਇ、）ंءのために点࣊εーφにルϑを
ったもの、Τ）点࣊εーφの̑ທをιρφとした。 

最も重གྷなのは、Τ）の点࣊εーφであり、ྖ
は⽤̏ࢶທをえないこととした。その内容は、ৰ
った࣎のܙʀ֬のࠃ等ʀಝదな点を⽰し、さ
らにਐۛに感ͣてもらうためにৱ⽤のཤ⽤ྭを多く
खり上げ、ਫ਼ଋ所（քʙやਫ਼ଋਭ等）の報
もૌΊれた（ਦ４）。 

このΤ）の点࣊εーφのྖから、մઈは֦झ̐
の⽤ंءఖౕに౹⼀した。そして、最ॵに࣊̎̎
Π）のࣺਇりմઈをഓした。これは、ंءの⽅
でもචͥしも֍に関してのஎࣟがॉではないと思
Κれたので、֍の֮のためのࣺਇりで、̏ఖ

ౕでಣめ、視্ְがいंの⽅からの質問にもଲԢで
きることにഓྂした。࣏に、Τ）の点࣊εーφとݡ
開きのࠪϘージに、）のルϑき点࣊εーφをഓ
した。これは、どの෨をಣΞでٛ問がड़た合
などに素くଲԢできるように考えたものである。 

上फ़したԀལしたਦؓのྭでは、今յのΠ）ʛΤ）
のように̑ທのεーφをಋ࣎に⽰したものはなかっ

ਦ �� घͲΊΖ֍ྪਦؓ� 
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た。Ϙージ਼はଁՅしてしまうが、この̑ທのεー
φをഓすることによって、ंءの理մもΊ、ͽ
いては視্ְがいंの⽅に理մしてもらえるを߁
げることができたと考えている。 

このਦ４のϓΟルにଲԢさせて、25 झの֍ྪ標
本をৰれるようにした。ただ、どうしても、Ң動࣎
にഃଝࢯと名とのଲԢから、֦झはୀに名ϧ
ϗルとڠにफせ͡るをಚなくなった。このため、
本ਦؓ࣎⽤࢘には、ंءが֦झྪのୀを開け、標
本をด΄なけれͻならない点には࠸考がචགྷだと思
Κれる。 

今յは、֍֬と点࣊によるઈชをญىしたਦؓ
ということとした。֦博物館のয়ڱによっては、֍
֬とਦؓ෨を࣎いておくこともՆかもしれ
ない。また、ごく最ۛ点࣊のྼ࢛に関するซきखり
という⽅法での௪のگ科ॽదな内容ではないັڷ
いى事もあり（ీ中ʀԮ2�2 �ݬ�）、ঙしҩった視
点から視্ְがいंの科学దなັڷの༢いという
ことでも参考になるように思Κれた。もͬΘΞ、Խ
でのմઈも⽰ࠨされているが（Ԡ野� 2��1ʂ⼤� 
2���）、ްՎの検証はॉなようであΘう。 
 
̒ ֍ྪのཤ఼ 

視্ְがいंけの標本ཤ⽤における֍ྪをཤ⽤
することのཤ点として、 

ʀৱ⽤となる֍ྪも多く、しΊがあり、標本とで
きる、 
ʀ֍֬はർֳదߙく、کくৰったఖౕではഃଝしな
い、 
ʀഃଝした合でも、ৱ⽤झのघҐにも、ർֳ
ద҈Ճ（ভ）で標本を߬することができる、 
ʀໝܗ等ではなく、実物である、 
ʀ実は容ҝではないが、֍ࣙରに点࣊εールをహる
こともՆである、 
というような点がڏげられよう。 

さらに、地Үの⽅々からڛされた産地ϧϗルが
なく、科学ద資料とならない֍ྪ標本を今յのよう
なύϱθΨϱਦؓに⽤いることもできる。֦地の博
物館やݺਕにはಋ様な標本が存ࡑしているՆ性
も߶い。ただ、ࡑݳではਫ਼物多様性の保સがқࣟさ
れ、様々な法によってࠅからの֍֬ࣙରのࠒ࣍や
༎もݸされるようになっている。その̏ྭとし
てαϱέϏール等でのஸ名なϒϱέΪ（ਦ５）が
ある。ϭεϱφϱড়༁で༎وされ、ࡑݳでは؉
和されているものの、Ґのようにnৱ⽤ʨαϱέη
テーΫʩ後の֬が⼤ྖに༎され、҈Ճでജされ
ていた|য়ڱではなくなっている。߶ౕࡃܨ成⻑غに
߬された標本がかなりの਼、ݺਕには存ࡑして
いると思Κれる。このような標本のڛをणけ、活
⽤することも博物館と地Үをつな͛⾏ҟであり、そ

ਦ �� घͲΊΖ֍ྪਦؓϘʖζྭʁΠγϨ� 
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の標本を、今յのように࢘い、ंڛにおఽえする
ことで、よりも多くのਕに博物館をਐۛに感ͣても
らえることになΘう。ಋ様なことは、ύϱθΨϱཤ
⽤のৱ⽤֍ྪに関してもいえ、こͬらはしΘૌ৭
内の৮員やࣉಒʀਫ਼ైとの関係性を߶められる。そ
して、「֍を中⼼に、科学にັڷを࣍ってもらう」
とҒけられるのである。 

そして、،⼼な点は、博物館の標本؇理において
֍ྪはம֒等のӪڻもർֳదঙなく、ף૫য়ସでの
保存もՆであり、ۅめてڌ⼤でもなく、あるఖౕ
のफηϘーηが֮保されていれͻ、գڊからの標
本܊をӮକదに保؇できるということでもある。こ
れにより、ֆ֦地の標本を、ݻい࣎代から最ۛま
での多くのझでἩえることがՆなのである。n̏झ
うものではなݶରだけあれͻ、事ଏりる|などとݺ਼
く、̡ ࣙષからのࡔ産を、Նなݸり多く後にఽえ
ていくʳなのである。上फ़したの科学ं、ϲ
Οーϟもこの点での博物館のؽとқ義をکくफ़
΄ている（ϲΟーϟ� 2���ʂS� 265�）。 

また、֍は、ೆช࣎代の֍௫から、ࡑݳまでৱ⽤
を中⼼に、様々な⽤に⽤いられている。そのཤ⽤
も、ৱ⽤झだけ考えてものϙタテΪʀ内のΠ
γϨと地Үでಝదであり、それͩれにྼ࢛があり、
このような点をఽえられることも֍ྪの⼤きなཤ点
である。 

 
̓ शΚΕͶ 

̏̏））ύύϱϱθθΨΨϱϱਦਦؓؓのの展展開開  
上फ़では、ಝに֍ྪ資料のಝ性を活かした視্ְ

がいंけのཤ⽤をىしてきたが、今յの内容をϨ
ϧφやΠρϕデーφするなどして、ंءの⽅に
も様々なϗϱφ素材ともなることは当ષである。
⼤野Άか（2���）も֍を材料としており、参考にな
るかもしれない。 

さらに、֦地のք؝にͬ上げられた֍ྪで、Ψ
Ϩジψルなਦؓのࡠ成もՆであり、この࣎も地Ү
の֍ྪ研究ंに名をਚるなど、࿊ܠのは߁が
ると思Κれる。この地ҮのΨϨジψルなਦؓの合、

上げられてຑ໕したもの（ஓీʀনୖ� 2��� も参
ল）やଠの動物にำৱされたࠡʀพなਫ਼物のਫ਼ଋ
൭となっていること等、ಋͣ֍でも様々なଈをخ
༙していることを⽰すことも理մできよう。 

今յの֍ྪ標本を⽤いた実ભʀਦؓࡠ成を⾏って
きた中で、֍Ґにもྭえͻշれにくく、ࢨでΊ
ることのできるೆช⼟ح（ԓ෨）等でも、今յと
ಋ様な実物ਦؓをࡠ成することができ、多くの点で
ってもらえる素材と定できた。千葉県で࣍をັڷ
もດช化ࡔιϱターで「⼟حρとݻ代nഓส|」
という実物の⼟حをৰるྒྷい事業を実施しているが、
ح⼟、にໝ様をつける施ชはқࣟされているがح⼟
代ร化ʀਕの活動にまでつ࣎ԓૹ২等の多様性や
なげていける素材であるとජंには思えるが、その
ような展開にはなっていようである。視্ְがいの
をৰることによって上फ़ح⼟、ಒʀਫ਼ైの中からࣉ
した֍ྪでのϲΟーϟ博࢞のようなڛࢢがүつこ
とは、あながͬໂとは思えないが、いかがであΘ
うか。 
̐̐））̛̛̑̑とと実実物物のの標標本本  

、では、̛̑による元がΞにおこなΚれࡑݳ
ৰれるものとして視্ְがいंの⽅にଲしても、ۅ
めて༙ްであることはؔҩいない。ただ、֍ྪ標本

ਦ �� ϒϱέΪ� 
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と̛̑資料をർֳした合、実物の標本の࣍つ重ྖ
感を質感はྈंで⼤きくҡなる。ಝに、視্ְ
がいंの合、৯࠾はۅめて⼤きなགྷ素ではなくな
るために、質感を重視し、今後も֍ྪ標本ࣙରのཤ
⽤はよりްՎదだと考えている。 

ただ、ྈंはଲቄするものではなく、֍のର（˼
ೊର෨）やघのΆ·Նなք性のझやسঙझ
等にଲしては、̛̑によるໝܗ等のཤ⽤はۅめて༙
ްだと思Κれる。 
̑̑））学学ܵܵ員員ののऀऀ会会దదༀༀׄׄとと視視্্ְְががいいंंけけののߪߪ
  ࠴࠴

どのように法令等がรΚΘうとも、博物館は「資
料を後にす」でありକけなけれͻ、その存ࡑ
қ義はなくなってしまうであΘう。最ॵにىした４
のの博物館のқ義として、資料फॄʀ保存Ґߴ
、は⼤学ʀ研究所やϗϱφϙール、科学館等でؽ
より重点దに⾏Κれているので当ષであΘう。ただ
博物館学ܵ員には、展⽰ʀชだけではなく、資料
を多⽅に活⽤するようにٽめられている࣎代にな
っていることも֮実である。このことを踏まえ、֍
ྪ標本の༙するಝ性にخͰいて、ཤ⽤法の⼀つとし
て、多くの学ܵ員がnまできる|視্ְがいंけ
の⽅法をफ़΄てきた。 

博物館学ܵ員は、࣎にԽֺֆのӇᄽదなනݳとし
ての最上څのnԍՊ|に૮当するものだとජंは考
えており、たとえఁいϪϗルでもϕϫとして、４ߴ
を実ભすることがऀ会からもٽめられているύθ
である。൷しいことに、ࡤ今の博物館では、ࣙら展
⽰ʀชࡠ成等も⾏Κͥ、学ܵ員がnՊ|として
しており（さらにはn事務৮員|として）、また館ࡑ
および博物館業ֆがそのような৮員をnͬ࣍上げて
いる|のがݳয়とජंにはӫる。研究においても、
たとえ⼩さく、ϪϗルはఁくともΨϨジψϨテΡー
が最༑される΄きだと考えていたが、⽇本では
しΘたとえであってもnうまくଠंの研究を
まとめる|ことがՃされるয়ڱとྪࣇしているの
だΘう。 

このように、博物館内෨には、を活かして４

Ճはあるが、nࡑを実ભする学ܵ員なら存ߴ
Պ|はགྷだと考える。෨༙ࣟंというような様々
なܙでՊは館に多਼おられるのだから。ජं
の࣍を࠸掲させていただき、稿をถͣたい。̡ どれ
だけの標本をౌし、ཤ⽤したかが資料をѽう学ܵ
員としてのn技ྖ|のՃだと֮৶している （rेࠉ� 
2�21ʂS� 1�6�）。 
 
ःࣛ 

本報告をࡠ成するにあたり、千葉県⽴学ߏのྼ
代のঀਫ਼⽅には様々なでΠχώηをणけ、ま
た 2�22 年の実施࣎には県⽴中央博物館の⼤野গ࢛
೨ 視্ְがいंのたىҬ」。におになったࢱ
めのघでΊる博物館」の ބҬଢਫ਼とઔऑ
開催の࿓で、எ野ޭ༦࠴ߪと⽰گにもझ々のごࢱࡌ
࣎開催࠴ߪの研究ंの事ྭで、当館でのࠅにはࢱ
には⾕༑ࢢʀेࠉੜඔのྈࢱにおघఽでご協⼒い
ただいた。ٸ県視্ְ֒ं報ιϱターでは多਼
のॽをԀལできた。本報告は、ฑ成 26ʀ27 年ౕの
સࠅ科学博物館活動等ঁ成事業の成Վであり、また
⼀෨には -636 科研ඇ 21.�1��7 も࢘⽤した。これ
らの⽅々にىしておླ申し上げる。 
 
Ӏ༽ชݛ 

Ѫ༟葉 ࢚ʀ⼩野ඔՄ2��2 �ࢢ� 視্ְ֒ंと博物館
ʷ視্ְ֒ंによる博物館ཤ⽤のՆ性（̏）ʷ� 
千葉県⽴中央博物館研究報告ʗਕช科学ʗ� 7�2�� 
5��6�� 

Ѫ༟葉 ࢚ʀ⼩野ඔՄڽ ����2 �ࢢきと感動ʷ視্ְ
֒ंによる博物館ཤ⽤のՆ性（̐�ʷ� 千葉県⽴
中央博物館研究報告ʗਕช科学ʗ� ��1�� 15�2�� 

東 あずさ. 2020. 県立千葉盲学校における県立

中央博物館との連携授業―博物館学習をとお

しての事例報告―. MUSEUM ちば, (46): 2-8. 

ஓీ 等ʀনୖཇ2 �࢞���� քวでलえる֍ύϱχϔ
ρέ� �6 SS� ช⼀総合ड़൝� 

֍ଳ್� 2�16� 視্ְがいंのためのघでΊるेࠉ
ྪਦؓ� >�5 SS�@ 千葉県⽴中央博物館� 
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΄標本をどのようにखりѽうߏଳ್� 2�21� 学ेࠉ
きなのかʃʗ千葉県ୖ中学ߏの֍ྪ標本をྭと
してʗ� 千葉県⽴中央博物館研究報告� 15�2�� 
12��1�7�  

を⽤いた֍ �2�16 �ࡌҬଢʀઔऑଳ್ʀेࠉ
視্ְがいंけ࠴ߪの実ભྭ� 9eQus� 74�1�2�� 
$�21� （གྷࢭ） 

⼤ຬஎ2 �ࢢ���� 視ְに্֒を࣍つਕにഓྂされ
たৰれる展⽰のための展⽰մઈのༀׄについて� 
千 葉 県 ⽴ 中 央 博 物 館 研 究 報 告 ʗ ਕ ช 科 学 ʗ � 
1��2�� 65�7�� 

⼤野লชʀ৭⾕ਖඔʀԠీկࢢʀたけうͬかおる（ฦ）� 
⼤学総合博物館ϭーέεϥρϕ「घでښ �2��7
Ίる 学びをめる」� 1�� SS� 21 نώϨΠϓϨ
ーऀ会گү活性化ښ委員会� 

⼤野লชʀ৭⾕ਖඔʀԠీկࢢʀたけうͬかおる（ฦ）� 
⼤学総合博物館視্ְ֒ंがघでΊるښ ����2
֍のਫ਼ସ γϭρテ ϝルΩf視্ְ֒ंけ
ਫ਼֖学सگ材の開発と実ભf報告ॽ� 22� SS� 21 
 �委員会ښү活性化گώϨΠϓϨーऀ会ن

Ԡ野代1 �ࢢ���� સࠅの学ߏの博物館ཤ⽤に関
するΠϱケーφ調査� ਈઔ県⽴博物館研究報告
（ࣙષ科学）� �2��� 127�1�6�  

Ԡ野代2��1 �ࢢ� ϤωώーγルʀϝϣージΠϞをめ
͡してʗਈઔ県⽴ਫ਼ໍのʀ地ځ博物館のφー
ΫϱήγϱʀΪχεηテϞの֨ैについてʗ� 
ਈઔ県⽴博物館研究報告（ࣙષ科学）� ����� 5��
6�� 

ీ中ཇࢢʀԮޯݬ༠� 2�2�� はͣまりをิく�点࣊� 
⽇新ซ Ee� 2�2� 年 12 ⽉ 2 ⽇号� SS� 6�7� 

�1 �ࢢ༟ࢃʀ࢚߶⾕�2� さΚるਦؓ�ᶙ�ఋや公
Ԅの野� 2� SS� ⽇本野の会� 

9eUmeLM� *� 1��7� 3ULYLOeJeG +DQGs� :� +� )UeemDQ 
DQG &RmSDQ\� 1eZ <RUN DQG %DsLQJsWRNe� 86$ 
DQG 8.�（ϲΟーϟ�*��Ӎీ༡ࢢ༃�� 2���� 
の科学ंʷࢨでଌえた化のṘ� 27� SS� ߪ
ऀ�） 

和Րࢃ県⽴博物館（ฦ）� 2�12� きのくにのكりʗさ

Κって学كりのかたͬʗ� >12 SS�@ 和Րࢃ県⽴
博物館施設活性化事業実⾏委員会� 
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特集「Museum におけるモノ資料の活用の多様性を検証する」 

᮪資料におけるᲭᲾ২ᘐを活用Ơƨӕኵ 
千葉Ⴤ૨҄ਰᐻᛢ ܷ߷ ܇ݵ 

 

ͺͣΌͶ 

博物館の資料と⼀にݶっても、実に様々なもの
がある。ᄣྪ野では、ഥや֪ࠐ標本、ൿ標
本、ଃحの標本等の実物標本がफށ等に保؇され
ているଠ、ࣺਇなどのデジタル報もफॄ保؇され
ている。ۛ年では、デジタル技術のٺଐな展によ
り、デジタル報は、ࣺਇだけでなく、̛̑データ
もർֳద؈ୱにखಚすることができるようになって
きたため、ජंはܷྪをଲেに、博物館における̑
̛データのफॄ保؇ٶび活⽤をめてきた。そこで、
本ߏではජंが千葉県⽴中央博物館（ҐԾ、中央博
物館）所࣎に⾏っていたܷྪ資料のफॄ保؇ஊ
と活⽤ஊのखૌについて、ಝに̛̑技術のԢ⽤に
して়ղする。 
 

̏ɿܷྪ資料のफॄฯ؇  

ਫ਼物野でのܷྪ資料は、ք؝に࠴শしたݺରの
調査を⾏い、फॄすることが多い。௪、ࢰした
ܷྪの෨ܙସやউ、رਫ਼ம等の؏察、֦෨Ғのܯ
を⾏って報をफॄした後に、մରして֪ࠐやଃ
खする。ජंはこれらの報にՅࡀなどの標本をح
え、෨ܙସの̛̑データをखಚするように⼼がけ
ている。 

࢘ସの̛̑データのखಚには、ηΫϡψはܙ෨
⽤せͥ、ࣺਇから̛̑データをࡠ成するϓΧφήϧ
ϟφϨというघ法を⽤いている。࠴শݳはԲで
ుݱもとれͥ、ళޫによってはがうこともある
ため、⻑ؔ࣎ືحؽを動かせるয়ڱにはない。そ
のため、Ωϟϧを࢘ってસ⽅からࣺਇをࡳӪし、
$JLsRIW MeWDsKDSe というλϓφを࢘って਼ؔ࣎ʛ
਼⽇かけて̛̑データをࡠ成している。また、ۛ年

ਦ �� ϜραΤέζϧ� �ࣰࣺਇ� �ϓΧφή
ϧϟφϨࡠ �' υʖν� Ծ�ηϜʖφϓΧϱΠϕϨ
ʤSRO\FDmʥࡠ �' υʖν� 
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では、ηマーφϓΧϱでも̛̑データをࡠ成できる
ΠϕϨもଁえている。ηマーφϓΧϱのΠϕϨでは、
਼でデータをखಚできるため、ϓΧφήϧϟφϨ
よりもؔ࣎もघؔもঙなくてࡃ。しかし、ڵලな
どのമい෨Ғは௷れやすく、データのౕはఁい。
ۅয়では参考にはなるが、博物館の資料としてݳ
దに活⽤できるϪϗルとはݶいೋい（ਦ̏）。 

また、फށに保؇している֪ࠐ標本についても
̛̑データのखಚࡠ業をめている（ਦ̐）。࠴শݳ
とはҡなり、ືحؽをѽえるڧやলを調
できるڧがっているため、̛̑ηΫϡψ（(LQ�
6FDQ）をཤ⽤してよりౕが߶いデータをखಚして
いる。 
 

̐ɿڂݜͲの༽ 

研究材料となるܷྪの資料ʀ報फॄ࣎には、ܷ
ରが࠴শしたݳۛで調査を⾏い、そのでմର
することが多い。この、ࡏ෨ܙସ等のմରにし
かखಚすることができない報が存ࡑする。これま
では、؏察ʀܯれがあったり、後に研究がΞ
で新たな؏察ϛϱφやܯϛϱφがචགྷになっ
たとしても、後から報をखಚすることはࠖೋであ
った。しかし、մରに෨ܙସの̛̑データをख
ಚしておくことで、後からでも෨ܙସの؏察やܯ
ができるようになる。このように資料फॄʀմੵ
をめていくにつれてয়ସがร化していく資料では、
֦ஊの̛̑データをせることはඉに༙қ義で
あると考えられる。いかに研究にଳえられるౕの
データをࡠ成できるかどうかが課題であΘう。 

また、ܷྪはରが⼤きいことからそのસରを
ࣟしにくいという問題がある。झによってはસਐを
ଈから̏ທのࣺਇにफめることすらࠖೋである。
しかし、̛̑データであれͻ⼤ܗのܷྪであっても
ժ上でक़⼩させることができるので、સରを̏ժ
でන⽰することができ、સରのѴがより感
దに⾏うことができるようになる（ਦ̏）。෨ܙସ
だけではなく、֪ࠐ標本についてもಋ様のことが当
てはまる。⼤ܗझではಆࠐだけでも਼ m の⼤きさに

なるため、̛̑データ化することで؏察がしやすく
なることがある。さらに、⼤きさのҡなる༰ରと成
ରでಋ⼀෨Ғのർֳを⾏いたい合、データ上で⼤
きさを合Κせることで、よりܙସにࠫのある所が
Κかりやすくなるཤ点もある（ਦ̑）。 

また、⼤ܗझは、਼ݺରの標本をด΄てർֳ؏
察することですら容ҝではない。Յえて、⼤ྪܷܗ
の標本を਼फしているؽ関はそう多くはない。
γθが⼤きいがބにफށをѻയするため、झに
よってࡀखする෨Ғをݸするなどをしている
関も多いのではないだΘうか。そのため、そもそؽ
も਼ݺରがಋ⼀の所に存ࡑしないこともঙなく
なく、γϱϕル਼が多くචགྷなܙସ学などの研究を
⾏っている合、شつものؽ関をోりิくこともあ
る。このような合でもこれまで؏察したݺରの̑
̛データをखಚしていれͻϏλαϱのժにන⽰し
て、そのでർֳすることができる。 

このように、これまでफॄしてきた資料に関࿊す
る̛̑データをखಚすることで、保存できる報ྖ
をଁやすことができる。中でもܷྪ資料は̛̑技術
との૮性がよく、સରのѴやർֳにඉにༀ⽴
つ。しかし、̛̑データはຬなΚけではない。ྭ
えͻ、֪ࠐ標本の質感などまでᘵにݳ࠸すること
はೋしく、標本そのものを؏察しなけれͻΚからな
いಝもある。̛̑データがあれͻ標本はなくても
いいということにはならない。標本と̛̑データを
うまくૌΊ合Κせて活⽤していくことが⼤だ。 

ਦ �� ύψβϱχΤಆࠐ� ࠪʁࣰࣺਇ� ӊʁ
̑' υʖν� 
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̑ɿఴࣖͶ͕͜Ζ༽ 

博物館の資料は展⽰にも活⽤される。ܷྪでは、
主に֪ࠐ標本が展⽰されることが多い。中央博物館
でもܷྪの֪ࠐ標本を設展⽰している。このうͬ、
̏ରはύϱθʀΨϱ展⽰として活⽤されており、པ
館ंが実ࡏにৰれるようになっている。 

ජंは、これまでに中央博物館で実施した展ལ会
において、֪ࠐ標本Ґに̛̑技術を活⽤した展⽰
をՁౕか⾏った。令和元年ౕةժ展「Άにΐうるい」
（中央博物館本館実施）と令和元年ౕवのةժ展
⽰「ツノεマέジϧがやってきた」（中央博物館館
քの博物館実施）においては、⼤̑ྪܷܗझのಆࠐ
の ̑ ̛ デ ー タ を 活 ⽤ し 、 ̑ ̛ ϕ Ϩ ϱ タ （ /�
'(92�14573）でघのฑγθにक़⼩したໝܗをࡠ
成し、ύϱθʀΨϱ展⽰を⾏った。実ࡏのಆࠐは̐
m をえるため、સてをด΄て展⽰するηϘーηも
なけれͻ、もしด΄られたとしても標本だけではસ
ରがѴしにくい。̛̑技術を活⽤したक़⼩ໝܗ
を実ࡏにघにखって؏察してもらうことで展⽰内容
の理մをめてもらえたと感ͣている。 

また、令和̐年ౕॡの展⽰「۟ॉ۟ශのࣙષ誌」
（中央博物館本館実施）では、۟ॉ۟ශでのηψ
ϟϨの࠴শݳをΩϧーのक़⼩ໝܗにして展⽰した
（ਦ４）。資料फॄ࣎にखಚしていた࠴শݳの̛̑
データを࢘ったが、ϓルΩϧーの̛̑ϕϨϱタは所
༙していないため、̛̑ϕϨϱタड़⼒γーϑηをཤ
⽤した。 

のർֳをదとしܙ、の展⽰ではܗのक़⼩ໝ֪ࠐ
ていたのでപ৯̏৯でໝܗをࡠ成したが、࠴শݳ
の元क़⼩ໝܗは実ࡏのݳの様ࢢをしてもら
うことをదとしていたためにΩϧーでࡠ成するこ
とがましかった。સてのໝܗをΩϧーでϕϨϱφ
しない理༟はαηφの問題だ。ୱ৯でϕϨϱφでき
る೦༻մࣞやޭଆܙ⽅ࣞのحؽはർֳదఁՃ֪のた

ਦ �� ϜραΤέζϧ� ʁࣰ� Ծʁ ಋҲγθ
Ͳනࣖͪ̑͢' υʖν� 

ਦ �� ηψϟϨ࠴শݳक़ঘໝܗ� 
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め、しやすい。⼀⽅、ϓルΩϧーの̛̑ϕϨϱ
タはඉに߶ֻのため、よΆどළൡに࢘⽤するΚけ
でないのならحؽをするよりもड़⼒γーϑηを
ཤ⽤した⽅がαηφはཊえられるಋ̛ͣ̑ϕϨϱφ
であっても、దとαηφを考ྂした࢘いけがච
གྷだ。また、̑ ̛ϕϨϱタも⽇々化しているため、
今後の動にもをしていきたい。 

令和４年ౕಝพ展「ܷ」（中央博物館本館実施）で
は、̛̑モデϨϱήと̛̑ϕϨϱφ技術を⽤いたໝ
成も⾏った。ܷྪをはͣめとするਫ਼物資料にࡠのܗ
ついて̛̑モデϨϱήٶび̛̑ϕϨϱφ技術を༙す
る会ऀにғབし、ύέジϧྪಆ෨の内෨ߑଆがΚか
るようなಃգໝܗ等をࡠ成した（ਦ５上）。ύέジϧ
ྪಆ෨の内෨ߑଆやϐΰέジϧྪのϐΰ൚のߑଆ
等については、多くのؽ関でਦを࢘ったմઈを⾏う
ことが多いが（ਦ５Ծ）、ਦմだけで⽴ରదなߑଆを
感దに理մするのはೋしいというқݡもঙなくな
い。しかし、展⽰մઈ員等がにึଏઈできる
をえることೋしい。さらに、展⽰内容がΚからڧ
なくても৮員に質問してまで理մしたいとは思Κな
いཔ館ंもいる。そのため、展⽰においては、པ館
ंの中だけで理մができるように⼼がけることも⼤
だ。この展⽰でࡠしたಃգໝܗは、実物展⽰が
ೋしいうえにࣺਇやਦを⽤いたմઈだけではΚかり
にくいものでも、̛̑技術を活⽤することで感ద
な理մがしやすくできたという⼀ྭとなった。 
  

̒ɿگүٶͲの༽ 

ϗϱφなどのگүٶ事業でも̛̑技術を活⽤
することで、できることのを߁げることができる。
中央博物館で実施していたܷྪの֪ࠐを؏察するߪ
標本だけでなく、ύϱθʀΨϱとして֪ࠐ、では࠴
展⽰にもड़した֪ࠐのक़⼩ໝܗも活⽤してきた。研
究や展⽰ಋ様、⼤ܗझの標本をक़⼩してखりյしし
やすいγθにすることでϗϱφ内容の理մを
めることができるだけでなく、標本やಕ۫の༙ڠが
できない等のݸのかかった &29,'�1� に࣎⾏ླྀ
も̛̑ϕϨϱφでࡠしたक़⼩ໝܗを਼⽤қする

ことでϗϱφそのもの中ࢯすることなく実施でき
た（ٸઔ、2�21）。また、2�22 年には、ϗϱφ参
Յंにघりγθのक़⼩ໝܗをోし、ηέϨーϱ
にक़⼩ໝܗのもとになった̛̑データをන⽰してժ
上でյさせながら؏察ϛϱφのմઈするよう
にした（ਦ̔）。参Յंがժにන⽰されるデータと
ಋͣようにघ元のक़⼩ໝܗを؏察できるので、؏察
ϛϱφがΚかりやすかったようだ。 

また、展⽰մઈ࣎に、$5（֨ݳ実）技術も活⽤
し、̛̑データをタϔϪρφにන⽰させるࢾΊも⾏
った（ਦ̕）。これにより֪ࠐ標本をݡながら、その
࣎ସをしていたかなどをಋܙ෨ରがどのようなݺ
にմઈすることができ、展⽰࣪で実施できるմઈの
を߁げることができたと感ͣている。 

さらに、ۛ年では資料の̛̑データを୯でも࢘え
るように、ΤΥϔ上で公開している博物館もଁえて
いる。上ىϗϱφでは、ࣙ⼒でࡠした̛̑デー
タのΆかに⼤ӵࣙષ࢛博物館の公開している̛̑デ

ਦ �� ϩΩྪಆ෨ߑଆմઈ� ʁಃգໝܗ� 
Ծʁਦմ� 
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ータをξΤϱϫーχして活⽤した。̛̑データをݡ
るだけなら、ϏλαϱやηマーφϓΧϱ、タϔϪρ
φ等の多くのਕが所༙しているであΘうがあれ
ͻ実ݳできる。実物のある施設までଏをӣ΄ない等
の理༟がある合でも、資料の⽴ର報をಚること
ができる࣎代になってきた。̑ ̛技術のཤ⽤により、
新たな博物館資料の活⽤⽅法がਫ਼まれてきている。 

 

शΚΕͶ 

博物館資料の̛̑技術をԢ⽤することで、博物

館でできることのを߁げられるՆ性は߶い。ಝ

にܷྪは̛̑技術との૮性がよい動物܊であると感

ͣている。しかし、やΊに̛̑技術をखりれて

いけͻよいというものでもない。博物館資料の̛̑

データ化は༙⽤なことであると感ͣているが、̛̑

データのखಚや̛̑ϕϨϱφにはあるఖౕのؔ࣎が

かかり、合によっては߶ֻな༩ࢋもචགྷになる。

̛̑技術をखりいれることによるްՎとଠの業務や

༩ࢋとの合いをよく検౾しながらखりૌΞでい

くචགྷがある。 

また、活⽤のదによって、ٽめられるデータの

ౕはҡなってくる。ྭえͻ、研究⽤には߶ౕな

データがචགྷだが、展⽰やگүٶ⽤であれͻある

ఖౕのౕで問題はないと思Κれる。そのため、博

物館資料の̛̑技術の活⽤については、దพに最

నなघ法を検౾していくචགྷがある。 

さらに、̛̑データのखಚにより標本の⽴ର報

をせるようにはなるが、̫̚などの技術を⽤いな

い合はあくまでන上の報しかすことができ

ない。Յえて、実物資料の質感やいなどまでは

すことができないため、実物資料と̛̑技術をญ⽤

して活⽤していくことが重གྷだ。 

また、デジタル技術が発ୣしていく中で、⼤きな

ϓΟルγθのデータを保存ʀܩটしていくౕ

のߑ等も課題となってくる。デジタル技術の活⽤

には課題もあるが、今後も化をକけるであΘうデ

ジタル技術の発展ηϒーχにおいていかれることな

く、博物館活動にうまくखりࠒことで、博物館も

発展していくことになるだΘう。 

最 後 に 、 こ の 報 告 の ⼀ ෨ は 、 -636 科 研 ඇ

-31�.1�42� のঁ成をणけて実施した研究の成Վで

ある。 

ਦ �� ̑' ٗढ़ͳ֪ࠐඬຌΝญ༽͢ͱࣰͪ͢ࢬϗ
ϱφ� 

ਦ �� $5 ٗढ़Ν༽͏ͱఴ಼ࣖ࣪ͶϜραΤέζϧ
̑' ๅΝන༹ࣖͪ͢ࢢ� 
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��1',29& �2�21 �ࢢઔচٸ（新ܗαϫψΤΡルη感
ઝ）感ઝ֨⼤ࢯଲࡨԾの博物館活動における
�' ϕϨϱφの༙⽤性の検౾� 千葉県⽴中央博物
館研究報告 15�2�� �1��5� 
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特集「Museumにおけるモノ資料の活用の多様性を検証する」 

古文書が読めなくても出来た！  

－高校生と行った襖の下張り文書整理の実践－ 
昭和学院高等学校教諭 神山 知徳 

 

はじめに 博物館・資料館と私 

本報告に課せられた課題は、実物・デジタルに関
係ない博物館資料等を包括した「モノ資料の活⽤の
多様性」を学校現場で「検証する」ことである。 

そもそも学校現場にあって、博物館や資料館が利
⽤される場⾯は極めて⽇常的である。遠⾜や修学旅
⾏などでの校外教育だけでなく、学芸員による出前
授業などの学校教育向けの学習プログラムや職場体
験など、博物館との関わりは実に様々で、現⾏の学
習指導要領でも、博物館や郷⼟資料館などの施設を
⾒学・調査して具体的に学ぶこと、積極的に活⽤・
連携することなどを謳い、博物館をいわば「第⼆の
教室」として活⽤することを促している。 

報告者⾃⾝も国⽴歴史⺠俗博物館（千葉県佐倉市、
以下「歴博」）で⻑らく博学連携研究員（１期２年）
として活動しており、多くの教員仲間と歴博の展⽰
を活かした学習プログラムを開発している（1）。ま
た⽇常的には勤務校の市内にある市川市⽴市川歴史
博物館から館所蔵の戦争関連の資料（防空頭⼱、投
下管制の笠、空襲警報発令の告知板、消⽕⽤のバケ
ツ、焼夷弾の弾筒、降伏を呼びかける伝単など）を
毎年借⽤して授業で使っている。教室では数名で班
を作り、班で選んだ実物資料の調査をさせている。
実物資料を間近に観察してスケッチや撮影を⾏い、
気づきや疑問を書き出して⼿許のタブレットで調べ、
戦時下という時代の多様な理解につなげていった。 

博物館にあるような実物資料を使った同様の実践
（ただしこの場合は博物館資料ではなく、個⼈所有
の資料である）としては、地租改正の授業がある。
授業の際に地券を⼿に取らせて、表⾯だけでなく裏

⾯も読み込ませて、⼟地の売買による移動が可能に
なったことを理解させ、そこに近世との⼤きな違い
があることを実感させた（2）。また戦時下の⾼等⼥
学校⽣徒が描いた昭和 20 年（1945）を回顧した絵
⽇記（美術教師から博物館に寄贈された資料）を教
材に、戦中・戦後の暮らしについて、当時を⽣きた
⼥⽣徒の視線で戦争の時代を理解させようと試みた
（3）。 

いうまでもなく、このような「モノ資料の活⽤」
が⽣み出す教育的効果は極めて⾼い。博物館・資料
館が提供してくれる学習プログラムだけでなく、教
員が主体となって教材開発することが可能であるの
も、当然のことながら、学芸員などの博物館・資料
館スタッフの惜しみないご協⼒によるところが⼤き
い。 

 
1 襖の下張りに出会うまで 

以上のエピソードだけでも、本報告に課せられた
課題にも⼗分に応えられるとも思うが、本報告では
さらなる「多様性の検証」を追究することも求めら
れている。そこで私⾃⾝と博物館・資料館との関わ
りにおいて最も⼤きな⽐重を占めるのは、記録類（古
⽂書）整理と活⽤である。地域開発や家屋の解体、
相続に伴う整理作業、⾃然災害などで⽇々失われて
いく危機に瀕している古⽂書の整理は、⾃治体史編
纂や博物館業務において喫緊の課題であるのはいう
までもない。 

かつて私が千葉県史編纂に関わっていたとき、古
⽂書所蔵者の家を訪ねると、⼟蔵や⻑屋⾨などに、
古⽂書とともに襖や屏⾵の下張りを剥がしたものが
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Ç管されている場⾯にしばしば�Iした。それは中
⾼教員となり、⾃治体史編纂にo¼者として関わる
ようになってからも同様であった。 

こうした下張り⽂書は「·古」$い、つまり¿要
hとされ、最後まで整理されないことが多い。とこ
ろが、ß�県DA市の市史編纂室で史料調査員とし
て地Nの古⽂書�ー�ルと２年間に¬り⾏った襖の
下張り整理作業は、下張り⽂書が「·古」hではな
く、「解体され⻑らくÇ�された」hであるとの±n
に⼤ª8させてくれた。それは「·古」とされた史
料が、襖の所蔵家だけでなくそのuÅ⾃治体にBぶ
ものであり、現^はa)してしまった?重な資史料
を⼤×に9�ものであったからである（4）。 

そこでº⼒ながら、こうした下張り⽂書を歴史資
料として活かすための整理⼿ÌをV�、Kにして提
�してきた（5）。その中でJりÆし{べてきたこと
がある。それは¢�⽴てて©り込まれた下張り⽂書
を剥がす作業を¦�て、和hのq感と�Àさを実感
し、古⽂書がこの世に}めて表に出る|間に⽴�1
う感動をÎわい、古⽂書の内Óに関する知的U;�
を⾼めるなど、下張り⽂書整理の教育的効果が¹常
に⾼いことである（�）。¯�古⽂書が読めなくても
それは同様で、そこでZ回、勤務校の⾼校１年⽣と
(~に襖の下張り整理を⾏うことにした。 

 
� '&1�下張り08に"����� 

ことのきっかけは、勤務校が⾼校１年⽣を��に
開VしているÊ課後の「学習�ラブ」である。いわ
�るÊ課後のÈ習授業にあたるが、その主fは学び
を�めることであって、�当教員によってその�プ
ローチのËÌは違う。 
私が�当したのはr1/�ラブで、地理・歴史・
S⺠などの分Ñは問わ�、r1/にGÎ関�をkつ
⽣徒がwまって、それ�れ学びを�めていくという
ものである。vに２⽇設§されており、Z回はLÔ
⽇とÏÔ⽇の 15 時 40 分からの 50 分間である。`
,⽣徒はわ�か	名（ c２名、⼥c１名）で、１
年間をかけてレ"ートを作�することにした。 

内ÓはÌ学（校�）、都市計画（都市S園）、Ì学
（コロナ感染防⽌のÌ的妥当性）とバラエティにあ
ふれていた。「ただレ"ート作�の指導のために２時
間を費やすのももったいない。」と思っていたところ
で、⽇頃関わりのある鎌ケ⾕市郷⼟資料館から、「襖
の下張り⽂書の整理を⽣徒とやってみますか？」と
いう提案を受けた。毎年同館の博物館実習で襖の下
張り調査を�当しており、常に「下張り整理は誰で
も出来る。難しいことはない。古⽂書が読めなくて
も出来る。」とS⾔して憚らなかったから、すぐにも
この提案を受け⼊れた。 

そこで⽣徒にも提案してみた。⽣徒も「襖に古⽂
書があるなんて意外。」「⾯⽩そう。」という·応で、
第２学期からvに１回実施することにした。 
 
� ま�は)$!*に%��の下/6 

令和４年（2022）６L 17⽇、鎌ケ⾕市郷⼟資料館
に赴き、襖を１枚借⽤した（借⽤期間は令和５年	
L 31 ⽇まで）。その直前に下⾒した際、あまり複雑
な©りËはしていないようであったから、これなら
ば⾼校⽣でも難しくはないと思われた。この時借⽤
したのは、市内渋⾕栄(家旧蔵⽂書の J-	である。 

これに,え整理作業に必要な物品として、①整理
⽤中性h封筒 100 枚、②机や床をÇ護するための¿
織布（レーヨンh）、③霧吹き、④⽂書整理箱を借⽤
した。さらに勤務校の技術/と美術/から⑤万⼒（バ
イス）２個、⑥釘抜き、⑦ペンチ、⑧⾦槌、⑨刷⽑、
⼩¼、⑪ヤマト糊を借⽤した。⾃分⾃⾝では、⑫⽵
串、⑬⽵ヘラ、⑭雑⼱、⑮和h、⑯軍⼿、⑰記録⽤
hを⽤意した。 

そうして７L最後の学習�ラブで襖を披露し、期
待値を⾼めて「学習�ラブ資料調査体験（襖下張り
の整理）にあたって」と題するパワ"資料で、「襖や
屏⾵には古⽂書はどのように©り込まれているのか」
「Z回調査する渋⾕栄(家旧蔵⽂書について」の２
テーマについてレ�チャーした（図１）。 

この時、襖の下張り整理を9めた古⽂書調査その
ものが、⽂化財の発掘調査に似ていることを少しで
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も実感してもらおうと、'画「掘る⼥  ⽂時代のÆ
とし物」（令和４年、p本?c5�作品）のÃ告編を
視�させた（7）。この作品は、����ターGのK
場ではあるが}国で上'されたため、ご��のËも
多いかも知れない。eに博物館業務や⽂化財業務に
関わっているËからなる?1であればnSであろう。
ここでは発掘のワ�ワ�感、ド�ド�感が古⽂書調
査とよく似ていることを感�取ってもらえればと思
って視�させた。⽣徒にとって��ース'�などで
�々¾にする�染み�いU古学の発掘調査が、古⽂
書調査と似ているとは思っていなかったは�で、調
査を¦�て、これからÁき;こるワ�ワ�感、ド�
ド�感を?有できていれば⼤�Rといえる。 
 
「襖や屏⾵には古⽂書はどのように貼り込まれてい

るのか」 
ここでは、①「·古h」として(�は£:された

は�の⽂書が、£:された時のそのままのKで襖や
屏⾵の本hの下に_されていること、②史料整理上
の7本M�（¸等取$いのM�、出所M�、M¢�
�重のM�、MFÇ�のM�）（�）、③下張り⽂書の
整理についてi来から⾔われていた「Ê多くして、
)少なし。」「歴史研究に使えない。」などの¯.など
についてuれた。この�は古⽂書整理をしたことが
ない⼈にとってはまったく実感を伴わないところで
あるから、レ�チャーを受けたからと⾔ってすぐに
理解できるわけではない。後の作業を¦�て知って
もらえればいいぐらいの気k�で、Iく{¼した。 
cに下張りのT�と2~ごとにみた¯�について

uれ、襖はどのような⼿kで作�されるのかをZ現
した（図２）。 
最後に作業}¨について具体的に{¼した。ここ

で¾指したいこととして、下張り⽂書が©り込まれ
る直前の⽂書の`（�になった⽂書の`）に¿すこ
とであることを意nづけた。 
 
「今回調査する渋⾕栄⼀家旧蔵⽂書について」 

ここではZ回整理する襖の所蔵者である渋⾕栄(
家について、屋Vや近世から近代にかけてのÀ職（佐
�間�®z代、鎌ケ⾕�佐�間B⻑）、k⾼、家�T
�、屋³¤�図などをr1した。とはいえ襖の下張
りに関して⾔えば、そこに©り込まれた古⽂書が所
蔵家Â来のものではないことが多い。といえこのよ
うに外µからk�込まれたものであっても、古h回
g業者の�ットワー�内のものであるから、⼤�は
近È市��に関わるものが多い。-が出てくるかわ
からない。ワ�ワ�、ド�ド�である。 

 
� ����4(!* 

/=みが¼けた
L 29 ⽇（Ï）Ê課後、いよいよ
}回の調査をJえた。この⽇⾏ったのは、襖の計�
と、下張りを襖のW3からから外す作業だった。当
⽇の作業には、学習�ラブに所�する⾼校⽣	名に
,え、¬び⼊りで�の⽣徒も`,した。これまで⾏
ってきた整理作業では、襖の+Ïが外�から釘��
などで取り±けられているKであったから、それを
万⼒で@んで6め、Ó%に外すことができた（図	）。 

ところがZ回にOってはそうではない。dv１の

図 1 02%9し�'=の������ 図 2 02%9し����'=から 
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¦り、この襖は¦常のものと&なり上中下の^�に
分かれている。中�にはy板などの化q板か�ラス
などが⼊ったÌがあったとUえられる。ま�はそれ
を計�し、dvとスケッチで記録した。^�に分か
れているy材のLËなÌに、9に表�されたW3を
Íめ込んでいる。そのためこのLËなÌから襖µ分
だけを取り外す必要があったが、ÏÌの解体はま�
Y難であった。 

そこでÏÌにÍめ込まれたままのs�で、�ッタ
ーを使い、下張りをW3から剥がすことにした。こ
うしてW3から２枚の下張りを外し、それ�れ施©
してこの⽇の作業をhえ、それ�れ表⾯、裏⾯で分
け、J-	-表、J-	-裏とした（dv２）。 
Äv 10 L６⽇（Ï）Ê課後には、J-	-表の剥Ç作

業（１�ごとの施©と封筒詰めまで）を開始した。
¦常であればW3から数~にわたりW3縛・簔張・
簔縛・泛張などが下張りとして©り込まれる。これ

らの下張りには、ÏÌのÈ強、油脂の滲み出しの抑
制、弾⼒性、本hのÇ護などの機能があるが、W3
に最も近い~は薄葉hに近い素材で、その上に近代
の帳簿の断簡とみられるものが©り込まれていた。
そのため厳密に⾔えば薄葉hが第Ⅰ~ということに
なるが、第Ⅱ~を剥Çする際にどうしても除去され
る��となってしまう。そこで本調査では、薄葉h
を~として捉え�、cの断簡類を第Ⅰ~とした。 
Z回の剥Ç作業では、糊が強めに使われているた

め、ふんだんに霧吹きを⾏い、余分な⽔分を雑⼱で
吸い取り薄葉hをこそぎÆとした（dv	）。 

第２学期の中間U査がhわり、(息ついたところ
で 10 L 27 ⽇（Ï）、J-	-表の剥Ç作業を継続して
⾏い、表⾯（J-	-表）の剥Ç作業（封筒詰めまでを
9�）をhえた。この後は、-�か取り上げた下張
り⽂書の読み取り作業を⾏い、令和４年�第２学期

図 3 通常の縁⽊外し作業 

写真 1 襖 J-3 の表⾯、裏⾯ 

写真 2 ⾻格から下張り J-3-裏を剥離する 

写真 3 J-3-表から薄葉紙を剥離する 
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をhえた（dv４）。 
第	学期は、１Lが中⾼⼊試で⼤�に授業時数が
Yられ、⽣徒も�校しないことが多い。そのため、
_りの作業は第	学期期¡U査の直前、２L 2� ⽇
（L）に⾏い、この⽇の作業で裏⾯（J-	-裏）の剥
Ç作業（封筒詰めまで9�）をhえた。 
Z回整理した襖には、その上�と下�に襖がÍめ
込まれており、作業は上�だけになった。それは下
�に古⽂書がまったく©り込まれていないことを/
±したためである。 

調査のK果、襖 J-	は、表⾯が第Ⅰ~のみからな
る計７�、裏⾯は第Ⅰ~・第Ⅱ~とあり、計 10�の
⽂書からなる。これに除去した薄葉hのh�と襖の
本h２�が,わる。年代が分かる史料は昭和４年６
L２⽇�５⽇の記Xがある J-	-裏-Ⅱ-１�	の	�
である。 

下張り⽂書の内Óは、すべて⽇々の⾦x書上で、
具体的には図 4 の¦りである。�xや�、B、⼩L
いなど毎⽇のように`出されている。¼書きとペン
書きの２g類あり、多少年代の違う簿[（+[）を
解体したものである。これには「5a代」などの記
Xもあり、¼らかに昭和}年当時の鎌ケ⾕�佐�間
BÂ来の⽂書ではない。都市的⽣活を&んでいるこ
とから、このころ�±5a4e1r（現C葉5a4
e1r）による都市�ス供?が始まったばかりの市
川�（現市川市）内か、近tする�C�内（または
�C市内）のものではないかとn§される。さらに
「��」という⽂dがa⾒されることから、より(

~市川�である可能性が⾼くなる（9）。もっといえ
ば毎⽇^iからNiもの⼤×の�をT⼊していると
ころから、⼤⼈数のi業員を�えた�かもしれない。
勤務校はÈの J	本��(が最寄り(で、市川(Ë⾯
からバスや�fで¦学してくる⽣徒も多い。Z回鎌
ケ⾕市内の襖の下張り調査から、⽣徒た�は図ら�
も�染み�い市川市内の⽂書に出1うことになった。 

 
� 4(�-
� 

年�¡が�り、いよいよÆ<期O間近になった。
そこで⽂書のdvを 1 ��つ撮り、¾録を作�して
Æ<した（撮影と¾録作�については、⽣徒は`,
していない）。最後に`,してくれた⽣徒からもらっ
た感}をr1する。 

・「qの⼈の⽣活感を⾝をもって感�られて3しか
った。書いてある⽂dを意外に読�ことができ、研
究者みたいな気分になれた。」 
・「和hの�ÀさにGいた。」 
・「qの⼈のものを⼿に取ることがlyな感0だっ
た。」 
以上のように、ま�は「qの⼈の⽣活」を⾝近に
感�るという効果があり、さらに和hの�Àさを知
り、古⽂書を⼿に取り、まだ誰も⼿にしていない古
⽂書を読んでみるというI験が、「古⽂書の⽂dが読
めた。」「研究者みたい。」という知的U;�を⽣んで
いる。Z回⾼校⽣を��にこの調査を⾏ってみた¾
的は、古⽂書調査のワ�ワ�感、ド�ド�感を追体
験してもらうことであった。その意Îではま�は�
Rといえる。 
 
-�りに 

私がDA市史編纂室の史料調査で古⽂書�ー�ル
のË々と襖の下張り整理に関わって~ 30 年を)え
る。その�果を�記録と史料�という学1cに発表
して��うど 30 年になり、その間に鎌ケ⾕市郷⼟
資料館の博物館実習やH�地Ër1教育研究1の研
修1、鎌ケ⾕市郷⼟資料館歴史V*1などで、下張
り整理の実践や報告を重ねてきた。その中で私は、

写真 � 下張り6*の1�)り作業 
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「�rな指導があれば、古⽂書が読めなくても誰で
も整理ができる。」とJりÆし⾔ってきた。 

それでは下張り整理は現実にどの��Qがりを⾒
せているのだろうか。そこで�んの少し�ット検Z

をするだけで、}国の⾃治体や資料Ç��体などの
取り{みを数多くみることができる。しかもその⼿
Ìでは、かつて⾒られたようなSっ�い]分けや抜
き取りは7}に影をwめ、史料整理上の7本^M�

図 � J-3-表-�-� の1�)り 
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に7づき、~#を¼/にして⾏われている。これは、
��
 8Dの整�や⼈的O¨によって、史料整理ËÌ
についての理解が}国にわたってかなり?有された
K果であろう。しかも⾃然災害などで�災した資料
の>Vを¾的の(つとしているのも⼤きな¯�であ
る。 
�Ë、Z回の⾼校⽣を��にした整理作業では、

その主たる¾的は、歴史が編まれるUAとなる古⽂
書が出てくる|間に⽴�1わせることであった。'
画「掘る⼥  ⽂時代のÆとし物」ではないが、「-
が出てくるか分からない。」というワ�ワ�感、ド�
ド�感をkたせることがu⾏したKになる。 

そのため、博物館実習の史料調査実習でv⾨職と
しての学芸員¥�課�の学⽣に求められるもの（�
ー� ストとしての資q、⽂書管理学）とは&なる
のも当然といえる。「襖の下から-が出てくるか分か
らない。ワ�ワ�、ド�ド�。」�「古⽂書を読めな
くても整理はできる。」�「だけど古⽂書を読めるよ
うになりたい。」「その時代のことをもっと知りたい。」
こうした学習動機±けがZ回の⾼校⽣による下張り
整理の�果といえよう。 

 
2 

（1）この.要については、sR「博学連携ノス�!
�博物館の外で内で�」�教育/学 r1/教育�
°731、令和２年	L、¼治図書）をご⾼§いただ
ければPmである。また歴博での教材開発の�果
のkWについては、�学校と歴博をつなぐ�¸� 
20・21 年�博学連携研究員1:実践報告書��
（国⽴歴史⺠俗博物館、¸� 22 年）以来、1年
（M�）で令和５年 3 Lまでに７[6⾏されてい
る報告書をご`jのこと。またこれらの実践につ
いては、歴博の�� からも直tみることができる。 

（2）sR「地租改正をどう学ぶか $lの^⼤改2」
�l� lしい⽇本史の授業 ⽣徒とともに�める
歴史学習�千葉県⾼等学校教育研究1歴史µ1編、
2019 年、\川出�r。 

（3）sR「⾼等⼥学校⽣徒が描いた昭和 20 年 戦

中・戦後の暮らし」（同前書）。 
（4）sR「下張り⽂書の整理について�ß�県DA

市本F家⽂書の整理から�」�記録と史料�第５V、
1994 年。 

（5）sR「下張り整理のス�!�博物館実習で⾏っ
た市内個⼈⽂書の調査から�」�鎌ケ⾕市史研究�
第 30 V、¸� 29 年。 

（�）鎌ケ⾕市郷⼟資料館では、¸� 2� 年�から博
物館実習で、下張り⽂書の整理を歴史資料調査実
習の(8として毎年⾏っている。 

（7）�������������������� 
（�）"�正⼈・p\'P編��記録史料の管理と⽂

書館� -�⼤学出�1、199� 年。 
（9）��は J	 市川(前に最近まで本�をTえてい

た|業¼治 2� 年（1�93）の©�和,c屋で、有
名なp%�\の「千葉県市川��¬図」（昭和	年）
にも描かれている。 
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����ȷ���� Ճۀᛦ௹研究ࡇ࠰  ˟ 視إݑԓ 
千葉ჄҦཋ館ң˟ ᛦ௹研究ۀՃ˟ 

 

2�22ʀ2�2� 年ౕの調査研究委員会では、「Museum におけるモノ資料の活⽤の多様性を検証する」をテーマ
に産業技術総合研究所「地質標本館」にて視察を実施した。ҐԾに参Յंの報告を掲載する。報告に⽴ͬ、
本視察をչくおӀきणけいただいた産業技術総合研究所 地質標本館 ਁీ ੇਕ 館⻑、当⽇ޜઈいただいた
産業技術総合研究所ϗϱοϡー 地ځ科学Ն視化技術研究所ࣞה会ऀ ࣵہ ݬඛ 所⻑にくླޜ申し上げる。 

 གྷ֕ࡱࢻ
所ʁಝ定ࠅ⽴研究開発法ਕ産業技術総合研究所 地質標本館（Ἔ県つくͻ市౨ 1�1�1） 
ʁ令和࣎⽇ 5 年 6 ⽉ 27 ⽇（Ւ） 14���ʛ16��� 
参Յं（14 名）ʁ ஶ野 ֈߛ、ࢢ⾕ ਇࢢ（⼤ݬ༕学ى೨館）、ෳీ ল（ࣝ野ࢃਈ野็࣋物館）、⽴野 

晃（鎌ケ⾕市郷⼟資料館ʁ調査研究委員）、ন本ଢ（市⽴市ઔ考ݻ博物館）、ܛ ࢃඔ
千葉県⽴関ॕ博物）࢛ي ੜ、ԥీ ݬࢵ、（代産業科学館ݳ⽴千葉県）ࢢسਇ ڰ߶、ࢢ
館）、樽 宗⼀朗（千葉県⽴中央博物館ʁ調査研究委員）、ٳي ీࢃ（千葉県⽴ඔ術館）、
新 和宏（千葉市科学館ʁ調査研究委員）、ోว ܕ（',& ઔ村ى೨ඔ術館）、⼩林 伸⼀
（⼋千代市⽴郷⼟博物館ʁ調査研究委員）（館名 5� Խॳ） 
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視إݑԓ 

ငಅ২ᘐዮӳ研究「עឋஜ館」視ݑȬȝȸȈ 
千葉市科学館 新 和宏 

 

1. ͺͣΌͶ 

2�22ʀ2�2� 年ౕの調査研究委員会の研究テーマは
「Museum におけるモノ資料の活⽤の多様性を検証
する」としている。ಋ委員会はՅ館Ԅの研究員ら
が テ ー マ に ଊ し た 調 査 研 究 を ܨ て 、 研 究 ن གྷ
ʲMuseum ͬͻʳのࣧජをਬするために⼀研究
素材として産業技術総合研究所地質標本館の視察を
実施した。 

ජंの当Ϫϛーφはୱに視察報告のҒͰけでは
ໃく、ජंがชにて定義している「,QWeUDFWLYe 
Museum 」の視点から地質標本館の展⽰を中⼼と
したखりૌΊについて考察する内容である。 
 
2. ජंの͓ߡΖஏ࣯ඬຌؙのҒ͜ 

考察のً点として、まͥಋ施設のαϱιϕφを検
証する。ಋ施設の名সは「標本館」としている。こ
の名সのഐܢにはどのようなαϱιϕφ（ໍ࢘）が
包されているかを検証する。博物館でも Museum
でも資料館でもໃく「標本館」としているとこΘに
当施設の重གྷなҒͰけがある。ಋ施設の :eE γ
φの館⻑ѭࡲには「地ځをஎって地ځとϨϱέ、地
がここにはある。それを֮ܛ存するためのஎڠとځ
かめにཔ館してΆしい」とݶしている。߁義に
Museum は研究ؽ関でありگүؽ関である。博物館
や資料館はૌ৭ຘに多ঙのໍ࢘の૮ҩはあるが、خ
本はخ൭となる研究員の研究活動があり、その素材
となるモノ資料があり、研究員はモノ資料を研究し、
その成Վを展⽰や࠴ߪ等のҮでϤーδーにڛす
る。つまり館ଈとϤーδーଈのؔには「館ˢϤーδ
ー」のϗέφルがکい。ൔ、地質標本館の合は、
館にモノ資料があり、それを研究している研究員が

存ࡑしているとこΘは博物館や資料館と૮ҩはໃい
が、モノをً点としたϗέφルが「Ϥーδーˢ館」
であるとජंは検証している。 

それを実にනݳしているのが上ىの館⻑ѭࡲで
あるとՃしている。館ଈからの⼀⽅దな報ڛ
ではなく、主ༀはϤーδーଈであり、展⽰されてい
る「標本」をݡることでϤーδーଈが地ځをஎり、
ࣙたͬをࢩえている⼤地のӨΊとڠ存するための
எܛを発ݡし୵究するが地質標本館とݶえる。 
 
�. ,QtHractLYH 0XsHXP のࢻ఼ͲಋؙΝՃͤ
Ζ 

ಋ館の展⽰ʀफしている標本はࠅ内のଠ施設
とർֳしても質ྖڠにऴҵである。ญせて、モノの
。が成されたものであるせ⽅もඉに多様でݡ
にٱ、の標本と੫かにଲቄすることもՆでありڅ⼀
Ϥーδーࣙらがݺ々の視点で「ࣙのஎりたい事」
をࣙ༟に୵究していくこともՆである。その代නと
える展⽰が、ජंの研究ؔである元ಋ館の研究ݶ
員がした「क़ऊ �4 ຬの̏、સ⻑̗̾におよ
⽇本ౣ⽴ରଆܙモデルと、多زགྷ素の報をૌΊ
合ΚせたϕϫジΥέεϥϱマρϒϱή（ҐԾ、3M）
の展⽰である。 

当展⽰に関しては上ى研究員が新たにً業した
「地ځ科学Ն視化技術研究所」の :eE γφ等で
⼤に়ղされているため、当Ϫϛーφ内ではごくࡋ
まかな֕ྲྀを়ղするにཻめる。⽴ରଆܙの⽇本
ౣに 3M されるঀ報は地質ਦ、地ܙਦ、活Ւࢃや
活இ、ք؝ત、ಕ࿑、రಕ、そして⼩学ߏか
ら⼤学までの学ߏ報等、ඉに多زにోっている。
そして、当 3M の最⼤のݡどこΘは上ىの֦報を
ୱಢでݡるだけではໃく、સ報を関࿊けたܙで

－ 33 －



 ��

୵究等の素材とすることができる点である。Ձより
2 元ではなく࣏ � で⽇本ౣを၈ࢡのܙ元⽴ରଆ࣏
ᛎすることができるので、「ਕと地ܙと地質の関係」
をࡋにϨϱέさせることで市開発やި௪のී
設、さらに、ࡤ今、ළ発しているࣙષ֒ࡄにଲԢし
たࡄʀࡄݰの素材としてもཤ活⽤がՆである。 

Յえて、当標本館がըがࠅに̑ૌ৭しかない「ಝ
定ࠅ⽴研究開発法ਕ」の⼀ߑ成施設である産業技術
総合研究所に所するૌ৭であるため、ૌ৭内の

研究ंॄとして実に 6��� 名をえる֦ֆの
Պを༙し、最߶ਭ६の研究成Վのड़とそのٶʀ
దにՆとしているώρέήϧΤϱχがޕ発を૮ܔ
ඍΚっていることが最⼤の DGYDQWDJe であΘう。 

Ґ 上 の こ と か ら 、 地 質 標 本 館 を ,QWeUDFWLYe 
Museum の視点から考察しても、「モノʀϐφʀૌ
৭」が理దな૮ޕ関係をରݳしていることはപ
であり、地وځໝのঀ課題に資するໍ࢘は⼤きい。 

 
 

 

 Ӌьᚡݑឋஜ館視ע
ᦉǱ市ᣂם資料館 ᇌ  

 

調査ʀ研究委員として、ࡤ年 6 ⽉ 27 ⽇の視察、ٶ
びそれに⽴ͬ६ඍのために 5 ⽉ 24 ⽇に実施した
Ծݡに参Յさせていただいた。そのに感ͣたこと
を、ҐԾにىした。なお、ࣙࢴਐは市が設した⼩
ໝな博物館施設の学ܵ員であり、かつ、主୴当とو
してきた野が、とۛʛۛʀݳ代のྼ࢛であ
るため、ࣙષ科学についてはである。したが
って、本誌の性֪上、本པであるならͻしっかりと
した博物館ʀ展⽰としてのชহを掲載す΄きであ
るが、そのではなく、感ชదなものとなってい
ることをおڒしいただきたい。 

さて、地質標本館は、ஞഀ研究学Ԅ市内の産業
技術総合研究所つくͻ本෨ී地に所ࡑする施設であ
るとこΘから、સରదにηϘーηが༪༡をもってつ
くられているというのが⼀һেである。ഓාされ
ているϏϱϓϪρφには、「地ځとਕとの関Κり合い
を理մしていただく」ことをదとし、「地質調査総
合ιϱターの研究活動でಚられた成Վを、最新の地
科学報とともに、テーマຘに展⽰」する施設とځ
）࢛のྼځ載されている。展⽰のテーマは、「地ى
̏展⽰࣪）」「آ⽯ʀ߯物ʀ化⽯（̐展⽰࣪）」「ਫ਼
活と地質ݳে（̑展⽰࣪）」「ਫ਼活と߯物資ݱ（

４展⽰࣪）」である。この中で、まͥѻౙされるのは
物資料のさである。ಝに４展⽰࣪では、主ݳ
として⽇本ࠅ内産のآ⽯と化⽯が地質年代ॳにケー
η内に展⽰されている。また、館のۛの෨
にも、⽯ʀܖ化ʀ௪ٍ⽯かΞらΞ⽯ݲآな
どが展⽰され、また、「ਫ਼きている化⽯৪物」ϟタι
αΠが৪ࡁされ、ઈ൚も設されている。これ
らは、⼩ʀ中学ߏの理科や߶ߏの地学でࣉಒʀਫ਼ై
がگ科ॽで学Ξだものを実物として؏ལでき、実ࡏ
にݡ学したࢢどもたͬに感動を༫えるものと思う。
⽤今、デジタルϝϣージΠϞがされ、その༙ࡤ
性がࢨఢされているが、やはり博物館の展⽰物とし
てのݳ物資料のέΨϨテΡは⼤ร߶いと考える。 

に、展⽰において重གྷ視されていると思Κれる࣏
のが、ਕのਫ਼活との関Κりである。̑ʀ４展⽰
࣪のテーマにはともに「ਫ਼活」がΊえ、ୱにࣙષ資
料のΊをໃؽ質に展⽰しているのではなく、ݳ代ऀ
会におけるϕϧηのଈ、マψηのଈがそれͩ
れѴできるようにしてあるとΊられる。 

このこととಋ様の考え⽅にخͰくとΊられるのが、
地ਔに関するঀ展⽰である。ฑ成 2� 年（2�11）の౨
⽇本⼤ਔࡄ（౨地⽅ଢฑ༺ԯ地ਔ）Ґཔ、ಝに地
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ਔ֒ࡄにଲする関⼼が߶まり、かつ、ۛいগཔًこ
ることがثዩされているೈքφϧϓ地ਔやडԾ
地ਔ、あるいはՒ֒ࡄࢃなどにଲするඍえのචགྷ性
がࢨఢされているࡑݳ、館したਕたͬが最もັڷ
を࣍つと考えられる展⽰である。ಝに、Φϱφϧϱ
ηのళҬ෨に設けられた「⽇本ౣबวのਔݱා」
は、ਔݱ地のҒと地ਔのوໝが視ְでとらえられ
るϤωーέなものである。さらには、අ֒地ਔの
報検ࡩができるようになっていることもありがたい。
また、ྼܧ࢛の学ܵ員としては、ݻ代Ґ߳のชى࣊
がされた࣎代の⼤地ਔについて、ࣙષ科学の調
査成Վとのすり合Κせが⼤รັڷのあるとこΘであ
るが、ྻ �6� 年のೈքφϧϓ地ਔについてѽった

「అ؏地ਔの元」の⼩展⽰はをӀかされた。 
आଏであるが、Φϱφϧϱηと展⽰࣪のڧֆۛ

に、「⽇本ॵの *663「οώωΠϱ」を݀定Ͱけた千
葉ιέεϥϱీ࿒ಆ」のαーψーがあり、は͙ख
り標本とઈϏϋルが展⽰してあるのは、ಝに千葉
県から館したंにとってはਐۛであった。 

ࣙષ科学ܧ౹の博物館では、ਕช科学ܧとർ΄て、
調査ʀ研究の展による展⽰のϨωϣーΠルがより
くٽめられるとซく。館の৮員ʀ関係ंの⽅のઈ
によると、ご多にれͥ༩ࢋはݭしいয়ڱであ
るというが、その中でできうるݸりタϞϨーな内
容をりࠒ努⼒をされていることにܡқをනした
い。

 
 

 

ငಅ২ᘐዮӳ研究「עឋஜ館」視ݑȬȝȸȈ 
ο千ˊ市ᇌᣂםҦཋ館 ݱ ˦ɟ 

 

̏ɿͺͣΌͶ 

千葉県博物館協会の調査研究委員の⼀ਕとして産
業技術総合研究所の地質標本館を視察した。 

令和５年４⽉に施⾏された改正博物館法では、博物
館の事業のݡしという点で、博物館資料のデジタル
ΠーΩϔ化が௧Յされた。また、博物館と地⽅公ڠ
ର、学ߏ、ऀ 会گү施設などの関係ؽ関ʀؔର
が૮ޕに࿊ܠをਦるよう努めることもو定された。こ
の改正博物館法の内容を考ྂし、調査研究委員会は
「̶̤͆̈́͆̾におけるモノ資料の活⽤の多様性を
検証する」というテーマを設定した。博物館では、い
ΘいΘな⽴でۊ務している৮員がいるが、ࢴは学ܵ
員の資֪を࣍たない⾏৮の⽴から地Үの多様な
主ରとの࿊ܠにもৰれながら考察していく。 

 

̐ɿٗۂࢊढ़૱ڂݜॶのஏ࣯ඬຌؙΝ͢ࡱࢻͱ 

地質標本館では、地質調査総合ιϱターの研究活
動でಚられた成Վを、最新の地ځ科学報とともに

⽇本の地質、地Ծ資ݱなどを４つのテーマで展⽰し
ている。４つの展⽰࣪にるにまͥにඊびࠒΞ
できたのは、ड़りをঙしิいたの࣪内のళҬ
෨ に ⽇ 本  ౣ の ब ว の ਔ ݱ  ා で あ っ た 。       
ళҬからപځや点等ځまでのړがਔݱのさを、  
のझྪは、地ਔの⼤きさをනしている。৯の点ځ
ځは 1�47 年から 2�1� 年のඅ֒地ਔを⽰してい
る。展⽰物は「੫」だけでޢらせるものだけでなく、
 。した「動」の展⽰のචགྷ性を改めて感ͣた

̏展⽰࣪のテーマは、「地ځのྼ࢛」でをݡ
った技術が、「⽇本ౣ̛̑ϕϫジΥέεϥϱマρϒ
ϱή」である。 

地ܙʀ地質報等をはͣめとする学術報は、地
質ਦなどのようなฑਦによってड़൝される。ྭと
して、⼩中学ਫ਼がऀ会のद業などで࢘Κれるੴの地
ਦீがڏげられる。地ਦをಣして、⽴ରదなϟ
ージを思いූか΄ることはೋしい。この地質標本館
にある技術は、地質報をより感దに理մするた
めに開発された。上ۯからࣾめにݡԾΘすᛎਦや
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ࣺਇなどで地ܙʀ地質報をනݳしているものとർ
ֳをすると、より߁いҕで⽴ରదにනݳされてい

る地ܙਦの上に、ࢃ地、Ցઔ報、ಕ࿑やరಕな
どの報がॢ࣎に重なるのである。ड़൝されたฑ
ਦとญ⽤すると学ߏなどの合は、گүదなްՎが
あがるだΘうし、もͬΘΞ⼤ਕでも様々な報をつ
なげたり、ർֳしたりすることで理մがまるであ
Θう。 

 

̑ɿࠕのദؙͶٽΌΔΗΖのͺ 

博物館法改正のഐܢには、様々な課題がڏげられ
る。その課題の⼀つは、デジタル技術等を活⽤した
新しいؓৈʀରݩモデルのߑである。ࢴがۊ務し
ている博物館ではةժ展ごとに市にଲしてΠϱケ
ーφをखっている。市のགྷにࣘをܑけながら、
どのようなをして展⽰をしていくか、いΘいΘ
検౾している。そのうͬの⼀つが標本館でにした
մઈ⽤資料の̨5 αーχ化である。博物館৮員は、
⽇々ϱϕρφした報を市તでどうΠΤφϕ
ρφしたらいいかが、これからもよりٽめられてい
くだΘう。そう感ͣた標本館の視察であった。 

 
 

 

 ȬȝȸȈݑឋஜ館 視ע
千葉ჄᇌɶځҦཋ館 ೖ ܪɟஒ 

 

2�22ʀ2�2� 年ౕ 調査研究委員会の視察はἜ県
つくͻ市の産業技術総合研究所 地質標本館で⾏っ
た。視察でಚられたものは多くあったが、本報告で
はಝにـになった 2 点について報告する。 

 

1. �' υʖνΝ༽͏ͪఴࣖͶͯ͏ͱ 

地質標本館では、ۅదに �' データを⽤いた展
⽰を⾏っている。ྭ えͻ、 1 展⽰࣪の⽇本ౣ �'
ϕϫジΥέεϥϱマρϒϱήや 4 展⽰࣪の化⽯の
展⽰である。 

�' データを⽤いることで、པ館ंは資料が࣍つ
報をΚかりやすくಚることができる。展⽰ケーηに
っており、実ࡏにৰることのできない資料でも、

実ࡏにघにखったかのように様々なきで؏察でき、
 4 展⽰࣪の化⽯の展⽰では、実ࡏに展⽰されてい
る資料のうͬ、代නదな資料の �' データをタϔϪ
ρφで公開していた。このようなデジタルデータを
⽤いて �' ϕϨϱターでһࡰすれͻ、ϝωοϣΠໝ
成することができる。令和ࡠを容ҝにܗや֨⼤ໝܗ
5 年ౕに当館で⾏ったಝพ展「よΊがえるοώωΠ
ϱغのݻਫ਼物」では、�' ϕϨϱターを⽤いてψΤマ
ϱμΤのϝωοϣΠໝܗ（༁ 1���）や๎ࢆமの֨⼤
ໝܗ（༁ 15� ഔ、��� ഔ）をࡠ成し、展⽰した。 

۟य⼤学総合博物館では༁ 14�� 点の資料の �'
データを公開し、データのୁड़γーϑηもڛして
いる（KWWSs���mmF�u�MS��G�LQGe[�MD�KWmO）。 

Ґ上からΚかるように �' データを⽤いたگү

ʁࠪೖຌౣ �ࢢ༹ࡱࢻ
बวਔݱාɼ Ծʁೖ
ຌౣ̛̑ϕϫζΥέε
ϥϱϜρϒϱή 
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'Վは、2ްٶ データを⽤いたॊཔの展⽰घ法とർֳ
して߶い。 

これらの �' データは、展⽰やگүٶだけでな
く博物館資料の調査や研究においても活⽤すること
ができる。データを༙ڠするだけで、実ࡏの資料が
घ元になくてもあるఖౕの報をಚることができる。 

ࣙであるが、これらの �' データは実物やໝܗ
などの資料をࡳӪし、ࡠ成したものである。�' デー
タからಚられる報は実物資料とർֳするとঙない
ため、�' データの報をखಚ、ࡠ成し、公開したか
らといって実物資料のՃがԾがるΚけではない。
ॊཔとർֳして、ཤ⽤ंが容ҝにΠέιηできるデ
ータからಚられる報ྖが多くなったということで
ある。今後はࡑݳのࣺਇデータとಋ様に公開された
元のデータにΠέιηするචགྷがਫ਼ͣる。実物資料
のՃは活⽤⽅法が߁まった点から、ҐよりԾが
ることはなく、しΘ上がったと考えることができ
るのではないだΘうか。 

改正博物館法では、博物館に関Κる資料のデジタ
ルΠーΩϔのࡠ成、公開が努⼒義務とされた（博
物館法 � ড় 1 ߴ � 号）。博物館資料をफॄし、
それらについて調査や研究を⾏うことは、Ґとร
Κることなく重གྷな博物館の事業である（博物館法

 � ড় 1 ߴ 1 号、 5 号）。より⼀重གྷにな
った実物資料のफॄを今後もܩକదに⾏うචགྷがあ
る。 

 

2. ଐๅの߶͏τʖϜのఴࣖͶͯ͏ͱ 

今յのテーマ「Museum におけるモノ資料の活⽤
の多様性を検証する」からҵれてしまうが、重གྷで
あると感ͣたので報告する。 

地質標本館では、地学野においてଐ報性の߶い
テーマについて、ଐ報のようなܙでౕ展⽰を⾏っ
ている。視察࣎のでは、౨ښ⼩ݬ־ঀౣबวք
ҮのքఊՒࢃがՒし、ེځౣや⽇本ౣにܲ⽯
がථしたことについてごઈいただいた。また、
これらのଠにϕϪηϨϨーηした研究成Վについて、
その内容をϛηター1 ທにまとめて展⽰することも
⾏なっている。当館では、ϕϪηϨϨーηした内容
もめた৮員の研究成Վについて、ΤΥϔγφで
公開を⾏なっている。しかし、実ࡏにཔ館された⽅
にΚかりやすくఽえるという点で、この⽅法をとる
චགྷがあると感ͣた。 

  
 

 

 ʰ0XVHXP ͬͻʱ͗ΤΥϔγφͲ͟ལ͏ͪͫ͜Ήͤʄ 

千葉県博物館協会研究نགྷである「Museum ͬͻ」の⼀෨をΤΥϔγφで公開しています。ࡑݳ、 �6
号（2��5 年 � ⽉発⾏）Ґ߳の⼀෨を公開中です。ࡋはҐԾのϨϱέにΠέιηもしくは 45 αーχからご
֮ください。 

 
Museum ͬͻ 公開Ϙージʁ 

KWWSs���FKLEDKDNu�sNU�MS�KS�LQGe[�SKS�KWWS�FKLEDKDNu�sNU�MS�KS�SuEOLFDWLRQs�KWWS�FKLEDKDNu�sNU�
MS�KS�UeSRUW 
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令和５年度 千葉県博物館協会加盟館園⼀覧（令和６年３⽉末現在） 

No. 館  園  名 〒 住  所 TEL FAX 

1 ÇÉÑ市郷土資料館 298-0124 ÇÉÑ市Hc 93-1 0470-86-3708 0470-86-3708 

2 市原t�美術館 290-0554 千葉県市原市�� 75-1 0436-98-1525 0436-98-1521 

3 市原歴史博物館 290-0011 市原市�u 1489 番地 0436-41-9344 0436-42-0133 

4 ��KS記念館 287-0003 香取市佐原× 1722-1 0478-54-1118 0478-54-3649 

5 浦安市郷土博物館 279-0004 浦安市y9 1-2-7 047-305-4300 047-305-7744 

6 大原G学記念館 289-0502 W市長¤ 345-2 0479-68-4933 0479-68-4445 

7 香取�:8物館 287-0017 香取市香取 1697 0478-57-3211 0478-57-3214 

8 ¶野山�野寺8物Q�P 292-1155 $津市¶野山 324-1 0439-37-2351 0439-37-2352 

9 «Ø谷市郷土資料館 273-0124 «Ø谷市中央 1-8-31 047-445-1030 047-443-4502 

10 µ川ÙÞÜÞルÚ 296-0041 µ川市]町 1464-18 04-7093-4803 04-7093-3084 

11 µ川市郷土資料館 296-0001 µ川市br 1401-6 04-7093-3800 04-7093-1101 

12 木X津市郷土博物館金のÉÊ 292-0044 木X津市2田 2-16-2 0438-23-0011 0438-23-2230 

13 $津市立��里+)資料館 292-0422 $津市��里4�山 0439-27-3478 0439-27-3452 

14 ��科学博物館 289-1608 山d郡�山町D山 111-3 0479-78-0557 0479-78-0560 

15 国立歴史民俗博物館 285-8502 佐倉市+�町 117 
043-486-0123 

043-497-6885 
043-486-4211 

16 佐倉市立美術館 285-0023 佐倉市U町 210 043-485-7851 043-485-9892 

17 山d市歴史民俗資料館 289-1324 山d市f台 343-2 0475-82-2842 0475-82-2842 

18 �山町立�山�0・ÏÍÕ博物館 289-1619 山d郡�山町�山 438-1 0479-77-1828 0479-77-2969 

19 +�国®大学i田美術館 283-8555 ]金市j# 1 0475-53-2562 0475-55-3265 

20 �浜海洋美術館 295-0102 南房総市�浜町�浜 628-1 0470-38-4551 0470-38-4551 

21 市立市川��博物館 272-0837 市川市堀之� 2-26-1 047-373-2202 047-373-2205 

22 市立市川�v博物館 272-0801 市川市大町 284 047-339-0477 047-339-1210 

23 市立市川歴史博物館 272-0837 市川市堀之� 2-27-1 047-373-6351 047-372-5770 

24 �	市郷土資料館 270-1422 �	市J 1148-8 047-492-1124 047-492-8016 

25 �	ËÔばÖ博物館 270-1422 �	市J 1459-12 047-492-8890 047-492-8890 

26 7%霊8f・7%御�代記館 286-0004 成田市7% 1-558 0476-27-3131 0476-27-3135 

27 �Ø浦市郷土博物館 299-0255 �Ø浦市下U田 1133 0438-63-0811 0438-63-3693 

28 館山市立博物館 294-0036 館山市館山 351-2 0470-23-5212 0470-23-5213 

29 千葉�q大学地,�q博物館 263-0021 千葉市�g区 町 3-59-5 043-253-9843 043-253-9949 

30 千葉県¦¡のÈÌ 299-2507 南房総市大	 686 0470-46-8181 0470-46-8182 

31 千葉県立z代|a科学館 272-0015 市川市´高 1-1-3 047-379-2000 047-379-2221 

32 千葉県立<+博物館 270-0201 野田市<三�; 143-4 04-7196-1400 04-7196-3737 

33 千葉県立中央博物館 260-8682 千葉市中央区°葉町 955-2 043-265-3111 043-266-2481 
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No. 館  園  名 〒 住  所 TEL FAX 

33B 千葉県立中央博物館 分館海の博物館 299-5242 千葉県勝浦市吉尾 123 0470-76-1133 0470-76-1821 

34 千葉県立美術館 260-0024 千葉市中央区中央港 1-10-1 043-242-8311 043-241-7880 

35 千葉県立房総のむら 270-1506 印旛郡栄町竜角寺 1028 
0476-95-3333 

0476-95-9131 
0476-95-3330 

36 千葉市科学館 260-0013 千葉市中央区中央 4-5-1 043-308-0511 043-308-0520 

37 千葉市美術館 260-8733 千葉市中央区中央 3-10-8 043-221-2311 043-221-2316 

38 千葉市立加曽利貝塚博物館 264-0028 千葉市若葉区桜木 8-33-1 043-231-0129 043-231-4986 

39 千葉市立郷土博物館 260-0856 千葉市中央区亥鼻 1-6-1 043-222-8231 043-225-7106 

40 長南町郷土資料館 297-0121 長生郡長南町長南 2127-１ 0475-46-1194 0475-46-1194 

41 DIC 川村記念美術館 285-8505 佐倉市坂戸 631 043-498-2672 043-498-2139 

42 流山市立博物館 270-0176 流山市加 1-1225-6 04-7159-3434 04-7159-9998 

43 成田山書道美術館 286-0023 成田市成田 640 0476-24-0774 0476-23-2218 

44 成田山霊光館 286-0021 成田市土屋 238 0476-22-0234 0476-22-0242 

45 成田市三里塚御料牧場記念館 286-0116 成田市三里塚御料 1-34 0476-35-0442 0476-35-0442 

46 成田市下総歴史民俗資料館 289-0108 成田市高岡 1500 0476-96-0080 0476-96-0080 

47 成田羊羹資料館 286-0032 成田市上町 500 0476-22-2266 0476-22-1224 

48 鋸山美術館 299-1861 富津市金谷 2146-1 0439-69-8111 0439-69-8444 

49 野田市郷土博物館 278-0037 
野田市野田 370-8 

野田市郷土博物館・市民会館 
04-7124-6851 04-7124-6866 

50 野田市立中央小学校教育史料館 278-8550 
野田市鶴奉７の１ 

（野田市教育委員会教育総務課） 
04-7122-2116 04-7122-2117 

51 菱川師宣記念館（鋸南町歴史民俗資料館） 299-1908 安房郡鋸南町吉浜 516 0470-55-4061 0470-55-1585 

52 廣池千九郎記念館 277-8654 柏市光ヶ丘 2-1-1 04-7173-3023 04-7173-3988 

53 ふなばしアンデルセン公園子ども美術館 274-0054 船橋市金堀町 525 047-457-6661 047-457-7584 

54 船橋市郷土資料館 274-0077 船橋市薬円台 4-25-19 047-465-9680 047-467-1399 

55 房總浮世繒美術館 297-0222 長生郡長柄町大庭 172 0475-35-2001 0475-35-2001 

56 松戸市立博物館 270-2252 松戸市千駄堀 671 047-384-8181 047-384-8194 

57 松山庭園美術館 289-2152 匝瑳市松山 630 0479-79-0091 0479-73-6716 

58 睦沢町立歴史民俗資料館 299-4413 長生郡睦沢町上之郷 1654-1 0475-44-0290 0475-44-0213 

59 茂原市立美術館・郷土資料館 297-0029 茂原市高師 1345-1 0475-26-2131 0475-26-2132 

60 八街市郷土資料館 289-1115 八街市八街ほ 796 番地１ 043-443-1726 043-443-3226 

61 八千代市立郷土博物館 276-0028 八千代市村上 1170-2 047-484-9011 047-482-9041 

62 夢紫美術館 289-0313 香取市小見川 581 0478-83-1089 0478-83-1092 

63 和洋女子大学文化資料館 272-8533 市川市国府台 2-3-1 047-371-2494 047-371-2494 
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